
「とんぼの未来・北の里づくり」 

令和２年度 第１回 事例研究会次第 

 

令和２年８月２４日 １４：３０～ 

ポールスター札幌 ４階「ライラック」 

       （札幌市中央区北 4条西 6丁目） 

 

  

１．開会挨拶 

     

２．新会員紹介 

 

３．報告事項 

（１）令和２年度多面的機能支払交付金の実施状況 

および制度改正概要について･･･   【資料１】 

 

（２）事務支援システムの改修状況について･･･    【資料２】 

  

４．議    題 

（１）令和元年度事例研究会の活動総括･･･      【資料３】 

 

＜休憩＞ 

 

 （２）今年度の事例研究会の取組みについて（案）･･･ 【資料４】 

 

 （３）令和２年度事例研究会行動計画（案）について･･･【資料５】 

     

５．全体意見交換 

 

６．閉会挨拶 



No 局名 市町村名 区分 地帯 組織名 役職 氏名

1 空知 岩見沢市 組織 田 岩見沢市広域協定 代表 干場　法美

2 空知 岩見沢市 団体 田 北海土地改良区　総務課 主事 小嶋　凌太

3 上川 名寄市 組織 田 名寄東資源保全活動組織 代表 鷲見　悦朗

4 上川 旭川市 組織 田 旭川土地改良区　建設課 課長補佐 鈴木　将浩

5 空知 岩見沢市 行政 田 岩見沢市農政部農業基盤整備課基盤整備係 係長 伊丸岡　貴哉

6 胆振 洞爺湖町 行政 畑 洞爺湖町農業振興課農業振興グループ 主査 村上　友和

7 ｵﾎｰﾂｸ 北見市 行政 畑 北見市農林水産部農林整備課管理係 係長 江本　博幸

8 根室 別海町 行政 草 別海町産業振興部農政課 主任 真籠　美香

9 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 多面的機能支払係長 松井　繁雄

10 道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 主査 佐藤　暁史

11 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 主幹 保田　知巳

12 道協議会 水土里ネット北海道技術部地域支援課 副主幹 佐藤　秀哉

随行 岩見沢市 行政 岩見沢市農政部農業基盤整備課基盤整備係 主事 川合　宥斗

随行 岩見沢市 行政 岩見沢市農政部農業基盤整備課基盤整備係 主事 平田　祐介

道協議会 北海道農政部農村振興局農村設計課 課長 岩田　正敏

道協議会 水土里ネット北海道技術部 部長 雪田　仁司

※欠席者：向井会長（真狩村）、佐藤事務局長（留萌市）、鳥本組合長（芽室町）、岡村会計（遠軽町）、志村係長（鶴居村）

北海道農政部農村振興局農村設計課 課長補佐 澤田　孝二

北海道農政部農村振興局農村設計課 主事 高橋　礼奈

水土里ネット北海道技術部 次長 平田　孝祐

水土里ネット北海道技術部地域支援課 課長 橋本　英樹

水土里ネット北海道技術部地域支援課 指導役 千葉　正志

水土里ネット北海道技術部地域支援課 指導役 鷲見　栄一

水土里ネット北海道技術部地域支援課 指導役 梶田　克博

水土里ネット北海道技術部地域支援課 主幹 齊藤　勝弘

水土里ネット北海道技術部地域支援課 技師 石川　雅樹
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「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会 設置要領 

 

平成 29 年 12 月 14 日制定 

令和元年度 11 月 26 日改正 

 

１．趣旨 

北海道における農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、多面的機能支払事

業における効果的な活動事例などの情報収集を行い、各々の地域の状況に応じた更なる活動

の充実・発展を図るために、事例内容について検討を行い、発信等を行うことを目的として、

この会を設置する。 

 

２．構成 

本会は、１１名の活動組織構成員、６名の市町村職員と各２名の北海道及び北海道土地改良

事業団体連合会職員の計２１名程度で構成する。 

（１）活動組織構成員は、水田地域４名、畑地域４名、草地域３名の次世代にわたる農業者等

の１１名程度とする。 

（２）市町村職員は、水田地域、畑地域、草地域の本事業を担当する者から各々２名の６名程

度とする。 

（３）北海道及び北海道土地改良事業団体連合会職員は、北海道日本型直接支払推進協議会事

務局から各々２名の４名程度とする。 

 （４）その他、必要に応じて指導助言・意見聴取のため、第三者を招集することを可能とする。 

 

３．活動内容 

本会では、次の活動を行うものとする。 

（１） 本事業における効果的な活動事例や要望の多い活動事例などの情報収集 

（２） 事例内容についての検討及び必要に応じた調査 

（３） 活動組織及び市町村等へ活動事例や検討結果等の情報発信 

（４） 北海道地域活動指針に追加すべき活動項目の抽出・調査・検討 

（５） その他多面的機能支払事業の効果的な取組に必要な事業等 

 

４．主管 

北海道日本型直接支払推進協議会 

 

５．庶務 

北海道日本型直接支払推進協議会事務局 

（北海道土地改良事業団体連合会技術部地域支援課） 

 

６．その他 

この要領に定めるもののほか、本会の設置、運営等に関し必要な事項は別に定める。 
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「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会

令和２年度多面的機能支払交付金の実施状況
　　　　　および制度改正について

資料１



　　令和２年度多面的機能支払交付金の実施状況について

　　１　取組市町村数及び活動組織数

○　仁木町、平取町、大樹町で新たに活動が開始されるが、白老町、猿払村は令和
元年度で活動が終了となったため、取組市町村数は152市町村となる。

○　活動組織数は、空知、石狩、後志、日高、十勝地域で14組織が新たに活動を開
　始。空知、上川、宗谷、十勝地域で広域化や組織の合併により34組織が減少する
　ほか、胆振、渡島、上川、宗谷地域で4組織が活動を終了するため、組織数は741
  組織となる。

　　２　市町村の実施計画

全道の農用地面積　1,144,000ha
交付対象面積 776,483ha
面積カバー率 67.9％

（令和２年６月30日時点）

宗谷

オホーツク

根室

釧路

十勝

日高

胆振

渡島

檜山

後志

石狩

空知

留萌

上川

面積カバー率50％以上

面積カバー率50％未満

増減

新規 完了 合併

空知 22 151 151 147 4 22 129 129 125 3 △ 22 1 △ 23

石狩 7 40 40 40 7 42 42 42 2 2

後志 11 51 51 51 12 55 55 54 1 4 4

胆振 9 34 34 32 8 33 33 31 △ 1 △ 1 △ 1

日高 5 9 9 8 6 11 11 9 1 2 2

渡島 9 40 40 37 9 39 39 36 △ 1 △ 1

檜山 6 36 36 21 1 6 36 36 24 1

上川 21 126 126 123 7 21 124 124 118 9 △ 2 △ 1 △ 1

留萌 8 40 40 36 8 40 40 36

宗谷 7 11 11 3 6 7 7 3 △ 1 △ 4 △ 1 △ 3

ｵﾎｰﾂｸ 17 41 41 40 17 41 41 40

十勝 16 170 170 168 17 168 168 166 1 △ 2 5 △ 7

釧路 8 8 8 6 8 8 8 6

根室 5 8 8 7 5 8 8 7

計 151 765 765 719 12 152 741 741 697 13 1 △ 24 14 △ 4 △ 34

（令和２年６月30日時点）
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増減（Ｂ－Ａ）令和元年度実績（Ａ） 令和２年度計画（Ｂ）
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令和２年度 制度改正概要について

１ 国実施要綱、要領の改正

（１）「多面的機能の増進を図る活動」の取組内容の拡充について

（１）－１ 「医療・福祉との連携」を「やすらぎ・福祉及び教育機能の活用」

に拡充。

⇒ これまでの環境保全活動や農業体験等を通じた、地域と医療・福

祉施設との交流活動のほか、小学校等の教育機関と連携して行う生

き物調査や農業体験を通じた学習等も対象となった。

（１）－２ 「防災・減災力の強化」の中で、「災害時における応急体制の整備」

も対応可能とする。

⇒ 「災害時における応急体制の整備」とは、災害時に農用地や水路

などの見回りを行うにあたり、事前に見回り範囲、報告者及び報告

先等の明文化や、復旧活動に必要な資材の事前購入・保管等を想定

している。

（２）加算措置の要件緩和

「農村協働力の深化に向けた活動」への加算措置要件について、役員に女性が

２名以上参画している場合、毎年度活動に参加する構成員の割合要件を、８割以

上から６割以上に緩和（ただし、６割以上が参加する複数の実践活動を複数の実

施日で行うこと）。

（参考資料１）



（３）自然災害時における対象組織間の交付金融通

甚大な自然災害により被災した場合、早期の営農再開に向け、対象組織で既配分の

交付金の融通を可能とする。

（４）作業の安全対策について

実践活動等の際には、安全な活動に努めるものとし、活動要件に「活動期間中に１

回以上、共同活動で使用する機械又は使用頻度の高い機械（刈払機など）について安

全使用に関する研修・講習等を開催する又はそれに参加すること」を追加。

（参考資料２）

（５）持越金の精査について

活動組織の会計経理の一層の適正化を図るため、持越金の精査の必要性、精査の方

法を実施要領に明示。

多額な持ち越し（当該年度交付金の３割を超え、かつ、100万円以上）を行う場合は、

「持越金の使用予定表」を作成し、提出が必要。

（参考資料３）



２ 多面的機能支払交付金の実施に関する基本方針（要綱基本方針）の変更

（１）変更の概要

◎ 国の実施要綱・要領の改正に伴う一部改正

◎ 資源向上支払交付金（長寿命化）における地域活動指針に基づき定める要件設定の

基本的考え方の整理～４（１）②関係

○ 2百万円以上の活動を実施する場合の確認要件の整理

◎ 広域協定の規模緩和要件の追加～５関係

○ 広域組織設立規模の緩和が可能な地域に、棚田指定地域を含む地域を追加

（２）変更の内容

別紙「新旧対照表」のとおり
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活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
領

別
記

１
－

２
の

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

示
す

取

組
の

ほ
か

、
次

の
取

組
内

容
を

追
加

す
る

。
 

 
 

 
ア

．
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

た
め

池
の

定
期

的
な

見
回

り
 

 
 

 
イ

．
地

域
共

同
で

行
う

配
水

操
作

 

 
②

 
地

域
活

動
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

設
定

の
基

本
的

考
え

方
 

 
 

 
ア

．
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
 

地
域

資
源

の
基

礎
的

保
全

活
動

の
す

べ
て

の
活

動
項

目
を

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
活

動
の

対
象

と
な

る

施
設

が
存

在
し

な
い

活
動

項
目

は
、

除
外

す
る

。
 

 
 

 
イ

．
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
の

た
め

の
推

進
活

動
 

地
域

資
源

の
適

切
な

保
全

管
理

の
た

め
の

推
進

活
動

の
取

組
か

ら
１

以
上

を
定

め
て

、
そ

の
取

組
に

即

し
た

活
動

を
実

施
す

る
。

 

２
．

農
地

維
持

支
払

交
付

金
に

関
す

る
事

項
 

（
１

）
地

域
活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
領

別
記

１
－

２
の

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

示
す

取

組
の

ほ
か

、
次

の
取

組
内

容
を

追
加

す
る

。
 

 
 

 
ア

．
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

た
め

池
の

定
期

的
な

見
回

り
 

 
 

 
イ

．
地

域
共

同
で

行
う

配
水

操
作

 

 
②

 
地

域
活

動
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

設
定

の
基

本
的

考
え

方
 

 
 

 
ア

．
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
 

地
域

資
源

の
基

礎
的

保
全

活
動

の
す

べ
て

の
活

動
項

目
を

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
活

動
の

対
象

と
な

る

施
設

が
存

在
し

な
い

活
動

項
目

は
、

除
外

す
る

。
 

 
 

 
イ

．
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
の

た
め

の
推

進
活

動
 

地
域

資
源

の
適

切
な

保
全

管
理

の
た

め
の

推
進

活
動

の
取

組
か

ら
１

以
上

を
定

め
て

、
そ

の
取

組
に

即

し
た

活
動

を
実

施
す

る
。

 

③
 

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

追
加

す
る

事
項

等
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

 
 

 
ア

．
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
点

検
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
点

検
 

取
 

 
組

 
１

 
点

検
 

取
組

内
容

 
【

た
め

池
（

管
理

道
路

含
む

）
に

関
す

る
取

組
内

容
】

 

□
施

設
の

点
検

 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

た
め

池
に

つ
い

て
、
泥

の
堆

積
状

況
（

ゴ

ミ
の

投
棄

状
況

含
む

）
、
管

理
道

路
の

状
況
（

側
溝

の
ゴ

ミ
の

投
棄

状
況

含
む

）
を

確
認

す
る

こ
と

。
 

・
堤

体
、
取

水
施

設
、
洪

水
吐

等
た

め
池

の
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

た
め

池
の

定
期

的
な

見
回

り
を

行
う

こ
と

。
 

・
た

め
池

の
水

抜
き

を
行

い
、

ゲ
ー

ト
等

の
た

め
池

附
帯

施
設

の
点

検
を

行
う

こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

 

③
 

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

追
加

す
る

事
項

等
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

 
 

 
ア

．
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
点

検
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
点

検
 

取
 

 
組

 
１

 
点

検
 

取
組

内
容

 
【

た
め

池
（

管
理

道
路

含
む

）
に

関
す

る
取

組
内

容
】

 

□
施

設
の

点
検

 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

た
め

池
に

つ
い

て
、
泥

の
堆

積
状

況
（

ゴ

ミ
の

投
棄

状
況

含
む

）
、
管

理
道

路
の

状
況
（

側
溝

の
ゴ

ミ
の

投
棄

状
況

含
む

）
を

確
認

す
る

こ
と

。
 

・
堤

体
、
取

水
施

設
、
洪

水
吐

等
た

め
池

の
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

た
め

池
の

定
期

的
な

見
回

り
を

行
う

こ
と

。
 

・
た

め
池

の
水

抜
き

を
行

い
、

ゲ
ー

ト
等

の
た

め
池

附
帯

施
設

の
点

検
を

行
う

こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

 

多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）

 
 

北
 

海
 

道

策
定

 
平

成
２

６
年

 
５

月
変

更
 

平
成

２
６

年
 

７
月

変
更

 
平

成
２

６
年

１
２

月
変

更
 

平
成

２
７

年
 

４
月

変
更

 
平

成
２

８
年

 
４

月
 
変

更
 

平
成

２
９

年
 

４
月

変
更

 
令

和
 
元

 
年

 
７

月

変
更

 
令

和
 
２

 
年

 
７

月

1
 /

 1
2
 ペ

ー
ジ



多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

２
．

（
２

）
～

（
４

）
　

　
　

（
略

）
２

．
（
２

）
～

（
４

）
　

　
　

（
略

）

変
更

後
変

更
前

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

 
組

 
６

 
鳥

獣
害

防
護

柵
等

の
保

守
管

理
 

取
組

内
容

 
□

鳥
獣

害
防

護
柵

の
保

守
管

理
 

・
鳥

獣
被

害
防

止
の

た
め

の
防

護
柵

、
隔

障
物

の
下

草
刈

り
や

簡
易

補
修

等
に

よ

る
適

正
な

管
理

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

水
路

 

活
動

項
目

 
水

路
 

取
 

 
組

 
９

 
水

路
附

帯
施

設
の

保
守

管
理

 

取
組

内
容

 
□

計
画

に
基

づ
い

た
配

水
操

作
 

・
か

ん
が

い
期

前
に

策
定

し
た

配
水

計
画

に
基

づ
き

、
責

任
者

を
定

め
て

共
同

で

配
水

操
作

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

た
め

池
 

活
動

項
目

 
た

め
池

 

取
 

 
組

 
1
5
 
た

め
池

附
帯

施
設

の
保

守
管

理
 

取
組

内
容

 
□

計
画

に
基

づ
い

た
配

水
操

作
 

・
か

ん
が

い
期

前
に

策
定

し
た

配
水

計
画

に
基

づ
き

、
責

任
者

を
定

め
て

共
同

で

配
水

操
作

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

 
組

 
６

 
鳥

獣
害

防
護

柵
等

の
保

守
管

理
 

取
組

内
容

 
□

鳥
獣

害
防

護
柵

の
保

守
管

理
 

・
鳥

獣
被

害
防

止
の

た
め

の
防

護
柵

、
隔

障
物

の
下

草
刈

り
や

簡
易

補
修

等
に

よ

る
適

正
な

管
理

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

水
路

 

活
動

項
目

 
水

路
 

取
 

 
組

 
９

 
水

路
附

帯
施

設
の

保
守

管
理

 

取
組

内
容

 
□

計
画

に
基

づ
い

た
配

水
操

作
 

・
か

ん
が

い
期

前
に

策
定

し
た

配
水

計
画

に
基

づ
き

、
責

任
者

を
定

め
て

共
同

で

配
水

操
作

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

た
め

池
 

活
動

項
目

 
た

め
池

 

取
 

 
組

 
1
5
 
た

め
池

附
帯

施
設

の
保

守
管

理
 

取
組

内
容

 
□

計
画

に
基

づ
い

た
配

水
操

作
 

・
か

ん
が

い
期

前
に

策
定

し
た

配
水

計
画

に
基

づ
き

、
責

任
者

を
定

め
て

共
同

で

配
水

操
作

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

 

④
 

農
地

維
持

支
払

交
付

金
に

関
す

る
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
（

別
紙

１
）

 

北
海

道
の

農
地

維
持

支
払

交
付

金
に

関
す

る
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
は

、
別

紙
１

の
と

お
り

と
す

る
。

な
お

、
実

践
活

動
等

の
際

に
は

、
安

全
な

活
動

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 
④

 
農

地
維

持
支

払
交

付
金

に
関

す
る

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

（
別

紙
１

）
 

北
海

道
の

農
地

維
持

支
払

交
付

金
に

関
す

る
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
は

、
別

紙
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

３
．

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
に

関
す

る
事

項
 

（
１

）
地

域
活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
領

別
記

１
－

２
の

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

示
す

取

組
の

ほ
か

、
次

の
取

組
内

容
を

追
加

す
る

。
 

 
 

 
ア

．
地

域
共

同
で

行
う

急
激

な
融

雪
に

よ
る

法
面

の
侵

食
等

を
抑

制
す

る
活

動
 

 
 

イ
．

地
域

が
共

同
で

管
理

す
る

有
機

質
処

理
施

設
の

管
理

 

３
．

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
に

関
す

る
事

項
 

（
１

）
地

域
活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
領

別
記

１
－

２
の

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

示
す

取

組
の

ほ
か

、
次

の
取

組
内

容
を

追
加

す
る

。
 

 
 

 
ア

．
地

域
共

同
で

行
う

急
激

な
融

雪
に

よ
る

法
面

の
侵

食
等

を
抑

制
す

る
活

動
 

 
 

イ
．

地
域

が
共

同
で

管
理

す
る

有
機

質
処

理
施

設
の

管
理

 

 
 

 
ウ

．
地

域
共

同
で

行
う

鳥
獣

害
防

止
の

た
め

の
活

動
 

 
 

 
エ

．
地

域
共

同
で

行
う

農
用

地
に

係
る

附
帯

施
設

の
補

修
・

設
置

 

 
 

 
オ

．
地

域
共

同
で

行
う

農
用

地
か

ら
の

風
塵

防
止

の
た

め
の

有
機

質
資

材
の

散
布

等
 

 
 

 
ウ

．
地

域
共

同
で

行
う

鳥
獣

害
防

止
の

た
め

の
活

動
 

 
 

 
エ

．
地

域
共

同
で

行
う

農
用

地
に

係
る

附
帯

施
設

の
補

修
・

設
置

 

 
 

 
オ

．
地

域
共

同
で

行
う

農
用

地
か

ら
の

風
塵

防
止

の
た

め
の

有
機

質
資

材
の

散
布

等
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ジ



多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

変
更

後
変

更
前

カ
．

地
域

が
共

同
で

管
理

す
る

肥
培

か
ん

が
い

施
設

の
管

理
 

 
 

 
キ

．
地

域
共

同
で

行
う

生
態

系
や

環
境

の
保

全
の

た
め

、
河

川
、

湖
沼

、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
抑

制
対

策
等

の
活

動
 

  
 

②
 

地
域

活
動

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
設

定
の

基
本

的
考

え
方

 

 
 

 
ア

．
施

設
の

軽
微

な
補

修
 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た
農

用
地

及
び

水
路

等
の

施
設

等
に

つ
い

て
、

必
要

な
取

組
を

実
施

す
る

。

 
 

 
イ

．
農

村
環

境
保

全
活

動
 

農
村

環
境

保
全

活
動

の
取

組
の

テ
ー

マ
か

ら
１

以
上

を
定

め
て

、
そ

の
テ

ー
マ

に
該

当
す

る
計

画
策

定
、

啓
発

・
普

及
及

び
実

践
活

動
の

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
を

１
以

上
実

施
す

る
。

 

 
 

 
ウ

．
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
の

取
組

か
ら

１
以

上
を

定
め

て
、

そ
の

取
組

に
即

し
た

活
動

を
実

施

す
る

。
 

  
 

③
 

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

追
加

す
る

事
項

等
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

 
 

ア
．

施
設

の
軽

微
な

補
修

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
機

能
診

断
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
機

能
診

断
 

取
 

組
 

2
4
 
農

用
地

の
機

能
診

断
 

取
組

内
容

 
【

農
用

地
に

関
す

る
取

組
内

容
】

 

□施
設

の
機

能
診

断
 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

施
設

の
劣

化
状

況
等

を
早

期
に

発
見

し
、

「
実

践
活

動
」

に
位

置
付

け
た

予
防

保
全

活
動

を
適

期
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

畦

畔
、
農

用
地

法
面

、
鳥

獣
害

防
護

柵
、
防

風
ネ

ッ
ト

、
有

機
質

処
理

施
設

等
の

状
況

確
認

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
機

能
診

断
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
機

能
診

断
 

取
 

組
 

2
5
 
水

路
の

機
能

診
断

 

取
組

内
容

 
【

水
路

（
開

水
路

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
）

に
関

す
る

取
組

内
容

】
 

□施
設

の
機

能
診

断
 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

施
設

の
劣

化
状

況
等

を
早

期
に

発
見

し
、

「
実

践
活

動
」

に
位

置
付

け
た

予
防

保
全

活
動

を
適

期
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

施

設
等

の
状

況
確

認
（

は
ら

み
の

発
生

状
況

、
目

地
部

分
の

劣
化

状
況

、
表

面
の

劣
化

状
況

、
沈

下
状

況
、
側

壁
背

面
の

侵
食

状
況

、
藻

等
の

発
生

状
況

、
調

整
施

設
の

遮

光
施

設
の

状
況

、
法

面
の

侵
食

の
発

生
状

況
、
破

損
箇

所
の

把
握

、
水

路
本

体
や

集

水
区

域
の

積
雪

状
況

の
把

握
等

）
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

 

カ
．

地
域

が
共

同
で

管
理

す
る

肥
培

か
ん

が
い

施
設

の
管

理
 

 
 

 
キ

．
地

域
共

同
で

行
う

生
態

系
や

環
境

の
保

全
の

た
め

、
河

川
、

湖
沼

、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
抑

制
対

策
等

の
活

動
 

  
 

②
 

地
域

活
動

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
設

定
の

基
本

的
考

え
方

 

 
 

 
ア

．
施

設
の

軽
微

な
補

修
 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た
農

用
地

及
び

水
路

等
の

施
設

等
に

つ
い

て
、

必
要

な
取

組
を

実
施

す
る

。

 
 

 
イ

．
農

村
環

境
保

全
活

動
 

農
村

環
境

保
全

活
動

の
取

組
の

テ
ー

マ
か

ら
１

以
上

を
定

め
て

、
そ

の
テ

ー
マ

に
該

当
す

る
計

画
策

定
、

啓
発

・
普

及
及

び
実

践
活

動
の

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
を

１
以

上
実

施
す

る
。

 

 
 

 
ウ

．
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
の

取
組

か
ら

１
以

上
を

定
め

て
、

そ
の

取
組

に
即

し
た

活
動

を
実

施

す
る

。
 

  
 

③
 

国
が

定
め

る
活

動
指

針
及

び
活

動
要

件
に

追
加

す
る

事
項

等
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

 
 

ア
．

施
設

の
軽

微
な

補
修

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
機

能
診

断
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
機

能
診

断
 

取
 

組
 

2
4
 
農

用
地

の
機

能
診

断
 

取
組

内
容

 
【

農
用

地
に

関
す

る
取

組
内

容
】

 

□施
設

の
機

能
診

断
 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

施
設

の
劣

化
状

況
等

を
早

期
に

発
見

し
、

「
実

践
活

動
」

に
位

置
付

け
た

予
防

保
全

活
動

を
適

期
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

畦

畔
、
農

用
地

法
面

、
鳥

獣
害

防
護

柵
、
防

風
ネ

ッ
ト

、
有

機
質

処
理

施
設

等
の

状
況

確
認

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
機

能
診

断
・

計
画

策
定

 

対
象

施
設

等
 

－
 

活
動

項
目

 
機

能
診

断
 

取
 

組
 

2
5
 
水

路
の

機
能

診
断

 

取
組

内
容

 
【

水
路

（
開

水
路

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
）

に
関

す
る

取
組

内
容

】
 

□施
設

の
機

能
診

断
 

・
活

動
計

画
書

に
位

置
付

け
た

す
べ

て
の

施
設

の
劣

化
状

況
等

を
早

期
に

発
見

し
、

「
実

践
活

動
」

に
位

置
付

け
た

予
防

保
全

活
動

を
適

期
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

施

設
等

の
状

況
確

認
（

は
ら

み
の

発
生

状
況

、
目

地
部

分
の

劣
化

状
況

、
表

面
の

劣
化

状
況

、
沈

下
状

況
、
側

壁
背

面
の

侵
食

状
況

、
藻

等
の

発
生

状
況

、
調

整
施

設
の

遮

光
施

設
の

状
況

、
法

面
の

侵
食

の
発

生
状

況
、
破

損
箇

所
の

把
握

、
水

路
本

体
や

集

水
区

域
の

積
雪

状
況

の
把

握
等

）
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

 

3
 /

 1
2
 ペ

ー
ジ



多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

変
更

後
変

更
前

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
①

畦
畔

・
農

用
地

法
面

等
 

□融
雪

材
の

散
布

 

・
ほ

場
の

急
激

な
融

雪
に

よ
る

法
面

等
の

侵
食

を
抑

制
し

て
形

状
を

確
保

す
る

た

め
、
雪

解
け

時
期

に
農

地
全

面
へ

の
粉

炭
や

灰
等

の
融

雪
材

の
散

布
を

行
う

こ
と

。

ま
た

、
吹

き
溜

ま
り

の
雪

割
り

作
業

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
①

畦
畔

・
農

用
地

法
面

等
 

□融
雪

排
水

促
進

の
た

め
の

溝
き

り
 

・
農

用
地

等
か

ら
の

融
雪

水
の

排
水

を
促

進
す

る
た

め
に

溝
き

り
や

心
土

破
砕

等

を
行

い
、

表
面

排
水

及
び

地
下

浸
透

を
促

進
し

、
法

面
等

の
侵

食
を

抑
制

し
て

形

状
確

保
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□鳥
獣

害
防

護
柵

の
補

修
・

設
置

 

・
鳥

獣
被

害
防

止
の

た
め

の
防

護
柵

、
隔

障
物

の
補

修
や

設
置

等
を

行
う

こ
と

 

・
農

業
被

害
が

増
加

し
て

い
る

特
定

鳥
獣

（
エ

ゾ
シ

カ
）

の
食

害
等

を
回

避
す

る

た
め

、
保

護
管

理
に

向
け

た
被

害
状

況
と

目
撃

情
報

の
収

集
活

動
や

捕
獲

の
活

動

を
す

る
こ

と
。

 

※
上

記
の

活
動

は
、「

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
」
と

重
複

し
て

い
な

い
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

 

・
有

機
質

処
理

施
設

の
破

損
箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
①

畦
畔

・
農

用
地

法
面

等
 

□融
雪

材
の

散
布

 

・
ほ

場
の

急
激

な
融

雪
に

よ
る

法
面

等
の

侵
食

を
抑

制
し

て
形

状
を

確
保

す
る

た

め
、
雪

解
け

時
期

に
農

地
全

面
へ

の
粉

炭
や

灰
等

の
融

雪
材

の
散

布
を

行
う

こ
と

。

ま
た

、
吹

き
溜

ま
り

の
雪

割
り

作
業

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
①

畦
畔

・
農

用
地

法
面

等
 

□融
雪

排
水

促
進

の
た

め
の

溝
き

り
 

・
農

用
地

等
か

ら
の

融
雪

水
の

排
水

を
促

進
す

る
た

め
に

溝
き

り
や

心
土

破
砕

等

を
行

い
、

表
面

排
水

及
び

地
下

浸
透

を
促

進
し

、
法

面
等

の
侵

食
を

抑
制

し
て

形

状
確

保
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□鳥
獣

害
防

護
柵

の
補

修
・

設
置

 

・
鳥

獣
被

害
防

止
の

た
め

の
防

護
柵

、
隔

障
物

の
補

修
や

設
置

等
を

行
う

こ
と

 

・
農

業
被

害
が

増
加

し
て

い
る

特
定

鳥
獣

（
エ

ゾ
シ

カ
）

の
食

害
等

を
回

避
す

る

た
め

、
保

護
管

理
に

向
け

た
被

害
状

況
と

目
撃

情
報

の
収

集
活

動
や

捕
獲

の
活

動

を
す

る
こ

と
。

 

※
上

記
の

活
動

は
、「

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
」
と

重
複

し
て

い
な

い
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

組
 

3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

 

・
有

機
質

処
理

施
設

の
破

損
箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

4
 /

 1
2
 ペ

ー
ジ



多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

変
更

後
変

更
前

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

 

・
有

機
質

処
理

施
設

の
破

損
箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

・
草

刈
り

又
は

除
草

活
動

後
の

草
を

適
正

に
処

理
し

、
刈

り
取

っ
た

場
所

に
放

置

し
な

い
こ

と
。
又

は
、
そ

の
場

に
存

置
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
農

業
生

産
・
生

活

環
境

へ
の

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。（
有

機
質

処
理

施
設

は
、
地

域
の

共
有

施
設

で
あ

り
、

か
つ

、
共

同
で

管
理

を
行

う
場

合
及

び
個

人
の

所
有

施
設

で

あ
っ

て
も

共
同

管
理

組
合

を
設

立
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
地

域
共

同
で

管
理

す

る
こ

と
を

取
り

決
め

て
い

る
場

合
に

限
り

、
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同

活
動

の
対

象
と

す
る

。
）

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

 
組

 
3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□附
帯

施
設

の
補

修
・

設
置

 

・
農

地
内

に
あ

る
落

水
口

や
附

帯
明

渠
排

水
な

ど
の

附
帯

施
設

に
つ

い
て

、
補

修

や
設

置
等

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

水
路

 

活
動

項
目

 
水

路
 

取
 

組
 

3
1
 
水

路
の

軽
微

な
補

修
等

 

取
組

内
容

 
①

水
路

 

□積
雪

被
害

防
止

 

・
積

雪
に

よ
る

被
害

を
防

止
す

る
た

め
に

、
水

路
の

雪
割

り
や

排
雪

等
を

行
う

こ

と
。

 

・
急

激
な

融
雪

に
よ

る
農

業
用

排
水

路
の

侵
食

や
氾

濫
等

を
防

止
す

る
た

め
に

、

雪
解

け
時

期
に

農
地

全
面

へ
の

粉
炭

や
灰

等
の

融
雪

材
を

散
布

す
る

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
道

 

活
動

項
目

 
農

道
 

取
 

組
 

3
2
 
農

道
の

軽
微

な
補

修
等

 

取
組

内
容

 
①

農
道

 

□除
排

雪
 

急
激

な
融

雪
に

よ
り

路
面

や
法

面
等

の
侵

食
を

防
止

す
る

た
め

に
、

農
道

の
除

排

雪
を

行
う

こ
と

。
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

 

・
有

機
質

処
理

施
設

の
破

損
箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

・
草

刈
り

又
は

除
草

活
動

後
の

草
を

適
正

に
処

理
し

、
刈

り
取

っ
た

場
所

に
放

置

し
な

い
こ

と
。
又

は
、
そ

の
場

に
存

置
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
農

業
生

産
・
生

活

環
境

へ
の

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。（
有

機
質

処
理

施
設

は
、
地

域
の

共
有

施
設

で
あ

り
、

か
つ

、
共

同
で

管
理

を
行

う
場

合
及

び
個

人
の

所
有

施
設

で

あ
っ

て
も

共
同

管
理

組
合

を
設

立
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
地

域
共

同
で

管
理

す

る
こ

と
を

取
り

決
め

て
い

る
場

合
に

限
り

、
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同

活
動

の
対

象
と

す
る

。
）

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
用

地
 

活
動

項
目

 
農

用
地

 

取
 

 
組

 
3
0
 
農

用
地

の
軽

微
な

補
修

等
 

取
組

内
容

 
②

施
設

 

□附
帯

施
設

の
補

修
・

設
置

 

・
農

地
内

に
あ

る
落

水
口

や
附

帯
明

渠
排

水
な

ど
の

附
帯

施
設

に
つ

い
て

、
補

修

や
設

置
等

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

水
路

 

活
動

項
目

 
水

路
 

取
 

組
 

3
1
 
水

路
の

軽
微

な
補

修
等

 

取
組

内
容

 
①

水
路

 

□積
雪

被
害

防
止

 

・
積

雪
に

よ
る

被
害

を
防

止
す

る
た

め
に

、
水

路
の

雪
割

り
や

排
雪

等
を

行
う

こ

と
。

 

・
急

激
な

融
雪

に
よ

る
農

業
用

排
水

路
の

侵
食

や
氾

濫
等

を
防

止
す

る
た

め
に

、

雪
解

け
時

期
に

農
地

全
面

へ
の

粉
炭

や
灰

等
の

融
雪

材
を

散
布

す
る

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
道

 

活
動

項
目

 
農

道
 

取
 

組
 

3
2
 
農

道
の

軽
微

な
補

修
等

 

取
組

内
容

 
①

農
道

 

□除
排

雪
 

急
激

な
融

雪
に

よ
り

路
面

や
法

面
等

の
侵

食
を

防
止

す
る

た
め

に
、

農
道

の
除

排

雪
を

行
う

こ
と

。
 

5
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2
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

変
更

後
変

更
前

イ
．

農
村

環
境

保
全

活
動

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
 

実
践

活
動

 

テ
ー

マ
 

水
質

保
全

 

取
 

組
 

4
4
 
そ

の
他

（
水

質
保

全
）

 

取
組

内
容

 
□水

田
か

ら
の

排
水

（
濁

水
）

管
理

 

・
水

田
か

ら
の

濁
水

流
出

防
止

を
図

る
た

め
に

、
ほ

場
内

の
浮

遊
物

質
を

除
去

す

る
こ

と
。
又

は
、
濁

水
が

ほ
場

内
に

滞
留

し
て

浮
遊
（

懸
濁

）
物

質
の

沈
殿

が
図

ら

れ
る

よ
う

に
、

排
水

止
水

板
を

設
置

し
、

そ
の

適
正

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

。

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
 

実
践

活
動

 

テ
ー

マ
 

景
観

形
成

・
生

活
環

境
保

全
 

取
 

組
 

4
7
 
そ

の
他

（
景

観
形

成
・

生
活

環
境

保
全

）
 

取
組

内
容

 
□農

用
地

か
ら

風
塵

の
防

止
活

動
 

・
農

用
地

周
辺

に
立

地
す

る
住

宅
等

に
対

し
て

、
農

用
地

か
ら

の
風

塵
に

よ
る

影

響
を

小
さ

く
す

る
た

め
、
主

と
し

て
営

農
目

的
以

外
で

農
用

地
へ

の
植

物
の

植
栽

、

有
機

質
資

材
の

散
布

等
を

行
い

、
適

正
な

維
持

管
理

を
行

う
等

の
取

組
を

行
う

こ

と
。
ま

た
は

、
風

塵
防

止
の

た
め

の
並

木
を

整
備

し
、
枝

打
ち

等
に

よ
り

適
正

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
 

実
践

活
動

 

テ
ー

マ
 

資
源

循
環

 

取
 

組
 

5
0
 
地

域
資

源
の

活
用

･
資

源
循

環
活

動
 

取
組

内
容

 
【

肥
培

か
ん

が
い

施
設

の
適

正
管

理
】

 

・
肥

培
か

ん
が

い
施

設
（

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

、
調

整
槽

、
配

水
調

整
槽

等
）
の

破
損

箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。
 

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

・
草

刈
り

又
は

除
草

活
動

後
の

草
を

適
正

に
処

理
し

、
刈

り
取

っ
た

場
所

に
放

置

し
な

い
こ

と
。
又

は
、
そ

の
場

に
存

置
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
農

業
生

産
・
生

活

環
境

へ
の

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。（
肥

培
か

ん
が

い
施

設
は

、
地

域

の
共

有
施

設
で

あ
り

、
か

つ
、

共
同

で
管

理
を

行
う

場
合

及
び

個
人

の
所

有
施

設

で
あ

っ
て

も
共

同
管

理
組

合
を

設
立

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

地
域

共
同

で
管

理

す
る

こ
と

を
取

り
決

め
て

い
る

場
合

に
限

り
、

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共

同
活

動
の

対
象

と
す

る
。
）

 

活
動

要
件

 
－

 

 
 

 
ウ

．
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

活
動

項
目

 
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

取
 

組
 

5
9
 
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動
 

取
組

内
容

 
・
生

態
系

や
環

境
の

保
全

の
た

め
、
河

川
、
湖

沼
、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の

土
砂

流
出

抑
制

対
策

等
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

イ
．

農
村

環
境

保
全

活
動

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
実

践
活

動
 

テ
ー

マ
 

水
質

保
全

 

取
 

組
 

4
4
 
そ

の
他

（
水

質
保

全
）

 

取
組

内
容

 
□水

田
か

ら
の

排
水

（
濁

水
）

管
理

 

・
水

田
か

ら
の

濁
水

流
出

防
止

を
図

る
た

め
に

、
ほ

場
内

の
浮

遊
物

質
を

除
去

す

る
こ

と
。
又

は
、
濁

水
が

ほ
場

内
に

滞
留

し
て

浮
遊
（

懸
濁

）
物

質
の

沈
殿

が
図

ら

れ
る

よ
う

に
、

排
水

止
水

板
を

設
置

し
、

そ
の

適
正

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

。

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
実

践
活

動
 

テ
ー

マ
 

景
観

形
成

・
生

活
環

境
保

全
 

取
 

組
 

4
7
 
そ

の
他

（
景

観
形

成
・

生
活

環
境

保
全

）
 

取
組

内
容

 
□農

用
地

か
ら

風
塵

の
防

止
活

動
 

・
農

用
地

周
辺

に
立

地
す

る
住

宅
等

に
対

し
て

、
農

用
地

か
ら

の
風

塵
に

よ
る

影

響
を

小
さ

く
す

る
た

め
、
主

と
し

て
営

農
目

的
以

外
で

農
用

地
へ

の
植

物
の

植
栽

、

有
機

質
資

材
の

散
布

等
を

行
い

、
適

正
な

維
持

管
理

を
行

う
等

の
取

組
を

行
う

こ

と
。
ま

た
は

、
風

塵
防

止
の

た
め

の
並

木
を

整
備

し
、
枝

打
ち

等
に

よ
り

適
正

な
維

持
管

理
を

行
う

こ
と

。
 

活
動

要
件

 
－

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
変

更
 

活
動

指
針

の
構

成
実

践
活

動
 

テ
ー

マ
 

資
源

循
環

 

取
 

組
 

5
0
 
地

域
資

源
の

活
用

･
資

源
循

環
活

動
 

取
組

内
容

 
【

肥
培

か
ん

が
い

施
設

の
適

正
管

理
】

 

・
肥

培
か

ん
が

い
施

設
（

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

、
調

整
槽

、
配

水
調

整
槽

等
）
の

破
損

箇

所
や

老
朽

化
し

た
箇

所
の

改
修

等
を

行
う

こ
と

。
 

・
施

設
の

周
辺

部
の

草
刈

り
又

は
除

草
を

行
い

、
農

業
生

産
等

へ
の

障
害

が
生

じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

・
草

刈
り

又
は

除
草

活
動

後
の

草
を

適
正

に
処

理
し

、
刈

り
取

っ
た

場
所

に
放

置

し
な

い
こ

と
。
又

は
、
そ

の
場

に
存

置
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
農

業
生

産
・
生

活

環
境

へ
の

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。（
肥

培
か

ん
が

い
施

設
は

、
地

域

の
共

有
施

設
で

あ
り

、
か

つ
、

共
同

で
管

理
を

行
う

場
合

及
び

個
人

の
所

有
施

設

で
あ

っ
て

も
共

同
管

理
組

合
を

設
立

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

地
域

共
同

で
管

理

す
る

こ
と

を
取

り
決

め
て

い
る

場
合

に
限

り
、

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共

同
活

動
の

対
象

と
す

る
。
）

 

活
動

要
件

 
－

 

 
 

 
ウ

．
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

区
 

分
 

取
組

内
容

の
追

加
 

活
動

項
目

 
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

取
 

組
 

5
9
 
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動
 

取
組

内
容

 
・
生

態
系

や
環

境
の

保
全

の
た

め
、
河

川
、
湖

沼
、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の

土
砂

流
出

抑
制

対
策

等
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

３
．

（
２

）
～

（
４

）
　

　
　

（
略

）
３

．
（
２

）
～

（
４

）
　

　
　

（
略

）

変
更

後
変

更
前

 
④

 
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
（

別
紙

２
）

 

北
海

道
の

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
に

関
す

る
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
は

、
別

紙
２

の
と

お
り

と
す

る
。
な

お
、
実

践
活

動
等

の
際

に
は

、
安

全
な

活
動

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 ⑤
 

広
域

的
に

取
り

組
む

活
動

の
推

進
に

つ
い

て
 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
綱

第
２

の
１

に
は

、
活

動
に

関
し

て
国

民
の

理
解

の
増

進
に

努
め

る
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
て

お
り

、
今

ま
で

以
上

に
本

交
付

金
の

取
組

効
果

を
発

現
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

の
効

果

を
発

信
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

そ
の

た
め

、
道

内
の

全
て

の
組

織
が

共
通

の
認

識
を

持
ち

、
広

域
的

に
取

り
組

む
こ

と
で

大
き

な
波

及
効

果
を

生
み

出
す

こ
と

が
期

待
で

き
る

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 
 

 
※

広
域

的
に

取
り

組
む

活
動

に
つ

い
て

は
、

次
の

よ
う

な
活

動
を

想
定

し
て

い
る

。
 

ア
．

生
態

系
保

全
の

た
め

の
外

来
種

の
駆

除
活

動
 

イ
．

防
災

・
減

災
力

の
強

化
に

向
け

た
活

動
 

 
 

④
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

（
別

紙
２

）
 

北
海

道
の

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
に

関
す

る
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
は

、
別

紙
２

の
と

お
り

と
す

る
。

 

⑤
 

広
域

的
に

取
り

組
む

活
動

の
推

進
に

つ
い

て
 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

実
施

要
綱

第
２

の
１

に
は

、
活

動
に

関
し

て
国

民
の

理
解

の
増

進
に

努
め

る
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
て

お
り

、
今

ま
で

以
上

に
本

交
付

金
の

取
組

効
果

を
発

現
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

の
効

果

を
発

信
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

そ
の

た
め

、
道

内
の

全
て

の
組

織
が

共
通

の
認

識
を

持
ち

、
広

域
的

に
取

り
組

む
こ

と
で

大
き

な
波

及
効

果
を

生
み

出
す

こ
と

が
期

待
で

き
る

活
動

を
推

進
す

る
。

 

 
 

 
※

広
域

的
に

取
り

組
む

活
動

に
つ

い
て

は
、

次
の

よ
う

な
活

動
を

想
定

し
て

い
る

。
 

ア
．

生
態

系
保

全
の

た
め

の
外

来
種

の
駆

除
活

動
 

イ
．

防
災

・
減

災
力

の
強

化
に

向
け

た
活

動
 

４
．

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
）

に
関

す
る

事
項

 

（
１

）
地

域
活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

対
象

組
織

が
管

理
す

る
農

地
周

り
の

水
路

、
農

道
、

た
め

池
の

う
ち

、
次

の
ア

～
オ

に
該

当
す

る
施

設
を

対
象

施
設

と
し

、
こ

れ
ら

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
補

修
又

は
更

新
等

を
対

象
活

動
と

す
る

。
 

ア
．

認
定

申
請

時
に

直
轄

又
は

補
助

の
農

業
農

村
整

備
事

業
等

を
実

施
し

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
イ

．
認

定
申

請
時

に
直

轄
又

は
補

助
の

農
業

農
村

整
備

事
業

等
が

予
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
ウ

．
市

町
村

が
所

有
又

は
管

理
し

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
エ

．
対

象
活

動
は

、
農

地
周

り
の

水
路

・
農

道
等

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
補

修
を

基
本

と
し

、
市

町
村

や
施

設
管

理
者

と
十

分
協

議
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

オ
．

対
象

組
織

の
負

担
が

活
動

経
費

の
３

分
の

１
以

上
と

な
る

こ
と

。
 

 
 

②
 

地
域

活
動

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
設

定
の

基
本

的
考

え
方

 

工
事

１
件

あ
た

り
２

百
万

円
以

上
の

活
動

を
実

施
す

る
場

合
は

、
次

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

 

ア
．

①
の

基
本

的
考

え
方

に
お

け
る

ア
と

イ
に

該
当

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
北

海
道

に
確

認
を

得
る

こ
と

。

イ
．

従
前

か
ら

本
交

付
金

で
更

新
等

を
実

施
し

て
き

た
施

設
で

、
連

続
性

が
認

め
ら

れ
る

な
ど

、
本

交
付

金

で
施

行
す

る
特

段
の

理
由

が
あ

る
場

合
な

ど
は

、
個

別
に

北
海

道
に

確
認

を
得

る
こ

と
。

 

４
．

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
）

に
関

す
る

事
項

 

（
１

）
地

域
活

動
指

針
の

策
定

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

の
設

定
 

 
 

①
 

地
域

活
動

指
針

策
定

に
お

け
る

基
本

的
考

え
方

 

対
象

組
織

が
管

理
す

る
農

地
周

り
の

水
路

、
農

道
、

た
め

池
の

う
ち

、
次

の
ア

～
オ

に
該

当
す

る
施

設
を

対
象

施
設

と
し

、
こ

れ
ら

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
補

修
又

は
更

新
等

を
対

象
活

動
と

す
る

。
 

ア
．

認
定

申
請

時
に

直
轄

又
は

補
助

の
農

業
農

村
整

備
事

業
等

を
実

施
し

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
イ

．
認

定
申

請
時

に
直

轄
又

は
補

助
の

農
業

農
村

整
備

事
業

等
が

予
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
ウ

．
市

町
村

が
所

有
又

は
管

理
し

て
い

な
い

こ
と

 

 
 

 
エ

．
対

象
活

動
は

、
農

地
周

り
の

水
路

・
農

道
等

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
補

修
を

基
本

と
し

、
市

町
村

や
施

設
管

理
者

と
十

分
協

議
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

オ
．

対
象

組
織

の
負

担
額

が
活

動
経

費
の

３
分

の
１

以
上

と
な

る
こ

と
。

 

 
 

②
 

地
域

活
動

指
針

に
基

づ
き

定
め

る
要

件
設

定
の

基
本

的
考

え
方

 

①
の

オ
の

負
担

額
を

除
き

、
工

事
１

件
あ

た
り

、
２

百
万

円
以

上
の

活
動

を
実

施
す

る
場

合
は

、
次

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

 

ア
．
①

の
基

本
的

考
え

方
に

お
け

る
ア

及
び

イ
に

該
当

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
北

海
道

に
確

認
を

得
る

こ
と

。

ウ
．

上
記

ア
や

イ
に

つ
い

て
北

海
道

の
確

認
が

得
ら

れ
た

場
合

は
、

そ
の

他
事

項
に

つ
い

て
市

町
村

が
確

認

し
た

上
で

、
工

事
内

容
に

つ
い

て
北

海
道

日
本

型
直

接
支

払
推

進
協

議
会
（

以
下
「

道
協

議
会

」
と

い
う

。
）

の
技

術
的

指
導

を
受

け
る

こ
と

。
 

イ
．

前
項

に
つ

い
て

北
海

道
の

確
認

が
得

ら
れ

た
場

合
は

、
そ

の
他

事
項

に
つ

い
て

市
町

村
が

確
認

し
た

上

で
、
工

事
内

容
に

つ
い

て
北

海
道

日
本

型
直

接
支

払
推

進
協

議
会
（

以
下
「

道
協

議
会

」
と

い
う

。
）
の

技

術
的

指
導

を
受

け
る

こ
と

。
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

４
．

（
２

）
～

（
３

）
　

　
　

（
略

）
４

．
（
２

）
～

（
３

）
　

　
　

（
略

）

６
．

～
７

．
　

　
（
略

）
６

．
～

７
．

　
　

（
略

）

【
参

考
添

付
資

料
】
　

　
（
略

）
【
参

考
添

付
資

料
】
　

　
（
略

）

別
添

１
　

　
　

（
略

）
別

添
１

　
　

　
（
略

）

別
添

２
　

　
　

（
略

）
別

添
２

　
　

　
（
略

）

変
更

後
変

更
前

③
 

地
域

の
状

況
に

応
じ

て
追

加
す

る
農

地
に

係
る

施
設

や
対

象
活

動
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

区
 

分
 

取
組

の
追

加
 

 
構

成
項

目
 

実
践

活
動

 

対
象

施
設

等
 

農
地

 

活
動

項
目

 
農

地
 

取
 

組
 

1
0
0
 
給

水
栓

（
散

水
施

設
を

除
く

）
の

更
新

等
 

取
組

内
容

 
□給

水
栓

の
更

新
 

・
老

朽
化

等
に

よ
り

機
能

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
給

水
栓

の
更

新
等

の
対

策
を

行

う
こ

と
。

 

 
活

動
要

件
 

－
 

  
 

④
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

（
別

紙
３

）
 

北
海

道
の

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
）
の

対
象

施
設
・
対

象
活

動
に

関
す

る
指

針
は

、
別

紙
３

の
と

お
り

と
す

る
。
な

お
、
実

践
活

動
等

の
際

に
は

、
安

全
な

活
動

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

③
 

地
域

の
状

況
に

応
じ

て
追

加
す

る
農

地
に

係
る

施
設

や
対

象
活

動
（

下
線

が
追

加
部

分
）

 

区
 

分
 

取
組

の
追

加
 

構
成

項
目

 
実

践
活

動
 

対
象

施
設

等
 

農
地

 

活
動

項
目

 
農

地
 

取
 

組
 

1
0
0
 
給

水
栓

（
散

水
施

設
を

除
く

）
の

更
新

等
 

取
組

内
容

 
□給

水
栓

の
更

新
 

・
老

朽
化

等
に

よ
り

機
能

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
給

水
栓

の
更

新
等

の
対

策
を

行

う
こ

と
。

 

活
動

要
件

 
－

 

  
 

④
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

き
定

め
る

要
件

（
別

紙
３

）
 

北
海

道
の

資
源

向
上

支
払

交
付

金
（

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
）

の
対

象
施

設
・

対
象

活
動

に
関

す
る

指
針

は
、

別
紙

３
の

と
お

り
と

す
る

。
 

５
．

広
域

協
定

の
規

模
 

北
海

道
内

に
お

い
て

は
、
広

域
協

定
の

対
象

と
す

る
区

域
が

昭
和

2
5
年

２
月

１
日

時
点

の
市

区
町

村
区

域
程

度
、

又
は

協
定

の
対

象
と

す
る

区
域

内
の

農
用

地
面

積
が

、
3
,
0
0
0
h
a
以

上
の

規
模

を
有

し
て

い
れ

ば
、
広

域
活

動
組

織

を
設

立
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

た
だ

し
、
地

域
振

興
５

法
指

定
地

域
（

特
定

農
山

村
地

域
、
振

興
山

村
、
過

疎
地

域
、
半

島
振

興
地

域
、
離

島
）

等
の

要
件

を
満

た
す

場
合

、
1
,
5
0
0
h
a

以
上

又
は

協
定

に
参

加
す

る
集

落
が

３
集

落
以

上
の

規
模

を
有

し
て

い
れ

ば
、

広
域

活
動

組
織

を
設

立
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

５
．

広
域

協
定

の
規

模
 

北
海

道
内

に
お

い
て

は
、
広

域
協

定
の

対
象

と
す

る
区

域
が

昭
和

2
5
年

２
月

１
日

時
点

の
市

区
町

村
区

域
程

度
、

又
は

協
定

の
対

象
と

す
る

区
域

内
の

農
用

地
面

積
が

、
3
,
0
0
0
h
a
以

上
の

規
模

を
有

し
て

い
れ

ば
、
広

域
活

動
組

織

を
設

立
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

た
だ

し
、
地

域
振

興
５

法
指

定
地

域
（

特
定

農
山

村
地

域
、
振

興
山

村
、
過

疎
地

域
、
半

島
振

興
地

域
、
離

島
）

及
び

事
業

計
画

の
対

象
と

す
る

区
域

内
に

棚
田

地
域

振
興

法
に

基
づ

き
指

定
さ

れ
た

指
定

棚
田

地
域

を
含

む
等

の

要
件

を
満

た
す

場
合

、
1
,
5
0
0
h
a
以

上
又

は
協

定
に

参
加

す
る

集
落

が
３

集
落

以
上

の
規

模
を

有
し

て
い

れ
ば

、
広

域
活

動
組

織
を

設
立

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

変
更

後
変

更
前

（
別

紙
１

）
 

北
海

道
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

く
要

件
 

（
農

地
維

持
活

動
）

 

 第
１

 
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
く

要
件

 

１
 

地
域

資
源

の
基

礎
的

な
保

全
活

動
 

活
動

項
目

 
取

組
 

活
動

要
件

 

点
検

・
 

計
画

策
定

点
検

 
１

 
点

検
 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た

農
用

地
及

び
水

路
等

の
施

設

に
つ

い
て

、
遊

休
農

地
の

発

生
状

況
等

の
把

握
、

泥
の

堆

積
状

況
等

の
点

検
を

毎
年

度

実
施

す
る

。
 

計
画

策
定

 
２

 
年

度
活

動
計

画
の

策
定

 
  

点
検

結
果

を
踏

ま
え

て
、

実

践
活

動
に

関
す

る
年

度
計

画

を
毎

年
度

策
定

す
る

。
 

研
修

 
３

 
事

務
・

組
織

運
営

等
に

関
す

る
研

修
 

事
務

・
組

織
運

営
等

に
関

す

る
研

修
に

つ
い

て
、

５
年

間

に
１

回
以

上
実

施
す

る
。

 
  

実
践

活
動

農
用

地
 

４
 
遊

休
農

地
発

生
防

止
の

た
め

の
保

全
管

理
 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た

農
用

地
及

び
水

路
等

の
施

設

に
つ

い
て

、
遊

休
農

地
発

生

防
止

の
た

め
の

保
全

管
理

、

畦
畔

・
法

面
・

防
風

林
の

草

刈
り

等
を

毎
年

度
実

施
す

る
。

 
た

だ
し

、
下

線
部

の
活

動
に

つ
い

て
は

、
点

検
結

果
に

基

づ
き

、
必

要
と

な
る

取
組

を

実
施

す
る

。
 

５
 
畦

畔
・

法
面

・
防

風
林

の
草

刈
り

 

６
 
鳥

獣
害

防
護

柵
等

の
保

守
管

理
 

水
路

 
７

 
水

路
の

草
刈

り
 

８
 
水

路
の

泥
上

げ
 

９
 
水

路
附

帯
施

設
の

保
守

管
理

 

農
道

 

  

1
0
 
農

道
の

草
刈

り
 

1
1
 
農

道
側

溝
の

泥
上

げ
 

1
2
 
路

面
の

維
持

 

た
め

池
 

1
3
 
た

め
池

の
草

刈
り

 

1
4
 
た

め
池

の
泥

上
げ

 

1
5
 
た

め
池

附
帯

施
設

の
保

守
管

理
 

共
通

 
1
6
 
異

常
気

象
時

の
対

応
 

 

（
別

紙
１

）
 

北
海

道
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

く
要

件
 

（
農

地
維

持
活

動
）

 

 第
１

 
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
く

要
件

 

１
 

地
域

資
源

の
基

礎
的

な
保

全
活

動
 

活
動

項
目

 
取

組
 

活
動

要
件

 

点
検

・
 

計
画

策
定

 
点

検
 

１
 
点

検
 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た

農
用

地
及

び
水

路
等

の
施

設

に
つ

い
て

、
遊

休
農

地
の

発

生
状

況
等

の
把

握
、

泥
の

堆

積
状

況
等

の
点

検
を

毎
年

度

実
施

す
る

。
 

計
画

策
定

 
２

 
年

度
活

動
計

画
の

策
定

 
  

点
検

結
果

を
踏

ま
え

て
、

実

践
活

動
に

関
す

る
年

度
計

画

を
毎

年
度

策
定

す
る

。
 

研
修

 
３

 
事

務
・

組
織

運
営

等
に

関
す

る
研

修
、

 

機
械

の
安

全
使

用
に

関
す

る
研

修
 

事
務

・
組

織
運

営
等

に
関

す

る
研

修
、

機
械

の
安

全
使

用

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

、

５
年

間
に

各
１

回
以

上
実

施

す
る

。
 

実
践

活
動

 
農

用
地

 
４

 
遊

休
農

地
発

生
防

止
の

た
め

の
保

全
管

 

 
理

 

活
動

計
画

書
に

位
置

付
け

た

農
用

地
及

び
水

路
等

の
施

設

に
つ

い
て

、
遊

休
農

地
発

生

防
止

の
た

め
の

保
全

管
理

、

畦
畔

・
法

面
・

防
風

林
の

草

刈
り

等
を

毎
年

度
実

施
す

る
。

 
た

だ
し

、
下

線
部

の
活

動
に

つ
い

て
は

、
点

検
結

果
に

基

づ
き

、
必

要
と

な
る

取
組

を

実
施

す
る

。
 

５
 
畦

畔
・

法
面

・
防

風
林

の
草

刈
り

 

６
 
鳥

獣
害

防
護

柵
等

の
保

守
管

理
 

水
路

 
７

 
水

路
の

草
刈

り
 

８
 
水

路
の

泥
上

げ
 

９
 
水

路
附

帯
施

設
の

保
守

管
理

 

農
道

 

  

1
0
 
農

道
の

草
刈

り
 

1
1
 
農

道
側

溝
の

泥
上

げ
 

1
2
 
路

面
の

維
持

 

た
め

池
 

1
3
 
た

め
池

の
草

刈
り

 

1
4
 
た

め
池

の
泥

上
げ

 

1
5
 
た

め
池

附
帯

施
設

の
保

守
管

理
 

共
通

 
1
6
 
異

常
気

象
時

の
対

応
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

（
略

）
（
略

）

（
略

）
（
略

）

  
  
  
　

　
３

 ）
 実

践
活

動
　

　
（
略

）
  
  
  
　

　
３

 ）
 実

践
活

動
　

　
（
略

）

（
略

）
（
略

）

（
略

）
（
略

）

変
更

後
変

更
前

２
 

地
域

資
源

の
適

切
な

保
全

管
理

の
た

め
の

推
進

活
動

 
２

 
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
の

た
め

の
推

進
活

動
 

２
）

研
修

 
３

事
務

・
組

織
運

営
等

に
関

す
る

研
修

、
機

械
の

安
全

使
用

に
関

す
る

研
修

 

 
 

 
次

の
２

つ
の

研
修

に
つ

い
て

、
５

年
間

に
各

１
回

以
上

実
施

す
る

。
２

つ
を

合
わ

せ
て

実
施

す
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
 

・
 

活
動

の
円

滑
な

実
施

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

、
活

動
に

関
す

る
事

務
（

書
類

作
成

、
申

請
手

続
き

等
）

や
組

織
の

運
営

に
関

す
る

研
修

を
行

う
こ

と
。

 
・

  
共

同
活

動
で

使
用

す
る

機
械

又
は

使
用

頻
度

の
高

い
機

械
（

刈
払

機
な

ど
）

に
つ

い
て

、
安

全
使

用
に

関
す

る
研

修
、

講
習

等
を

開
催

又
は

そ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
。

２
）

研
修

 
３

事
務

・
組

織
運

営
等

に
関

す
る

研
修

 

・
 

活
動

の
円

滑
な

実
施

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

、
活

動
に

関
す

る
事

務
（

書
類

作
成

、
申

請
手

続
き

等
）

や
組

織
の

運
営

に
関

す
る

研
修

を
行

う
こ

と
。

 

第
２

 
取

組
の

説
明

 

 
１

 
農

地
維

持
活

動
 

（
１

）
地

域
資

源
の

基
礎

的
な

保
全

活
動

 

１
）

点
検

・
計

画
策

定
 

第
２

 
取

組
の

説
明

 

 
１

 
農

地
維

持
活

動
 

（
１

）
地

域
資

源
の

基
礎

的
な

保
全

活
動

 

１
）

点
検

・
計

画
策

定
 

（
別

紙
２

）
 

 

北
海

道
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

く
要

件
 

（
資

源
向

上
活

動
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
）

 
 

第
１

 
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
く

要
件

 

１
 

施
設

の
軽

微
な

補
修

 

（
別

紙
２

）
 

 

北
海

道
 

地
域

活
動

指
針

及
び

同
指

針
に

基
づ

く
要

件
 

（
資

源
向

上
活

動
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

）
）

 
 

第
１

 
地

域
活

動
指

針
及

び
同

指
針

に
基

づ
く

要
件

 

１
 

施
設

の
軽

微
な

補
修

 

２
 

農
村

環
境

保
全

活
動

 
２

 
農

村
環

境
保

全
活

動
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

（
略

）
（
略

）

（
略

）
（
略

）

変
更

後
変

更
前

３
 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
 

活
動

項
目

 
取

組
 

活
動

要
件

 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
 

5
2
 
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

 
任

意
の

取
組

と
し

、
実

施
す

る
場

合
は

、
取

組
内

容
を

選

択
し

た
上

で
、

毎
年

度
実

施

す
る

と
と

も
に

、
広

報
活

動

を
毎

年
度

実
施

す
る

。
 

5
3
 
農

地
周

り
の

環
境

改
善

活
動

の
強

化
 

5
4
 
地

域
住

民
に

よ
る

直
営

施
工

 

5
5
 
防

災
・

減
災

力
の

強
化

 

5
6
 
農

村
環

境
保

全
活

動
の

幅
広

い
展

開
 

5
7
 
や

す
ら

ぎ
・

福
祉

及
び

教
育

機
能

の
活

用

5
8
 
農

村
文

化
の

伝
承

を
通

じ
た

農
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
強

化
 

5
9
 
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動

6
0
 
広

報
活

動
 

 第
２

 
取

組
の

説
明

 

２
 

資
源

向
上

活
動

（
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
）

 

（
１

）
施

設
の

軽
微

な
補

修
 

第
２

 
取

組
の

説
明

 

２
 

資
源

向
上

活
動

（
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
）

 

（
１

）
施

設
の

軽
微

な
補

修
 

（
２

）
農

村
環

境
保

全
活

動
 

（
２

）
農

村
環

境
保

全
活

動
 

（
３

）
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

5
2
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

 

・
 

地
域

内
外

か
ら

の
営

農
者

の
確

保
、
地

域
住

民
に

よ
る

活
用

、
企

業
と

連
携

し
た

特

産
物

の
作

付
等

、
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

の
た

め
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

（
３

）
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

 

5
2
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

 

・
 

地
域

内
外

か
ら

の
営

農
者

の
確

保
、
地

域
住

民
に

よ
る

活
用

、
企

業
と

連
携

し
た

特

産
物

の
作

付
等

、
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

の
た

め
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
3
農

地
周

り
の

環
境

改
善

活
動

の
強

化
 

・
 

鳥
獣

被
害

防
止

の
た

め
の

対
策

施
設

の
設

置
や

農
地

周
り

の
藪

等
の

伐
採

、
農

地
へ

の
侵

入
竹

等
の

防
止

等
、

農
地

利
用

や
地

域
環

境
の

改
善

の
た

め
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
3
農

地
周

り
の

環
境

改
善

活
動

の
強

化
 

・
 

鳥
獣

被
害

防
止

の
た

め
の

対
策

施
設

の
設

置
や

農
地

周
り

の
藪

等
の

伐
採

、
農

地
へ

の
侵

入
竹

等
の

防
止

等
、

農
地

利
用

や
地

域
環

境
の

改
善

の
た

め
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
4
地

域
住

民
に

よ
る

直
営

施
工

 

・
 

農
業

者
・
地

域
住

民
が

直
接

参
加

し
た

施
設

の
補

修
や

環
境

保
全

施
設

の
設

置
、
そ

の
た

め
の

技
術

習
得

等
、

地
域

住
民

が
参

加
し

た
直

営
施

工
に

よ
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
4
地

域
住

民
に

よ
る

直
営

施
工

 

・
 

農
業

者
・
地

域
住

民
が

直
接

参
加

し
た

施
設

の
補

修
や

環
境

保
全

施
設

の
設

置
、
そ

の
た

め
の

技
術

習
得

等
、

地
域

住
民

が
参

加
し

た
直

営
施

工
に

よ
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
5
防

災
・

減
災

力
の

強
化

 

・
 

水
田

や
た

め
池

の
雨

水
貯

留
機

能
の

活
用

、
危

険
た

め
池

の
管

理
体

制
の

整
備
・
強

化
、
災

害
時

に
お

け
る

応
急

体
制

の
整

備
等

、
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

防
災
・
減

災
力

の
強

化
の

た
め

の
活

動
を

行
う

こ
と

。
 

5
5
防

災
・

減
災

力
の

強
化

 

・
 

水
田

や
た

め
池

の
雨

水
貯

留
機

能
の

活
用

、
危

険
た

め
池

の
管

理
体

制
の

整
備
・
強

化
等

、
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

防
災

・
減

災
力

の
強

化
の

た
め

の
活

動
を

行
う

こ
と

。

３
 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
 

活
動

項
目

 
取

組
 

活
動

要
件

 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
 

5
2
 
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

 
任

意
の

取
組

と
し

、
実

施
す

る
場

合
は

、
取

組
内

容
を

選

択
し

た
上

で
、

毎
年

度
実

施

す
る

と
と

も
に

、
広

報
活

動

を
毎

年
度

実
施

す
る

。
 

5
3
 
農

地
周

り
の

環
境

改
善

活
動

の
強

化
 

5
4
 
地

域
住

民
に

よ
る

直
営

施
工

 

5
5
 
防

災
・

減
災

力
の

強
化

 

5
6
 
農

村
環

境
保

全
活

動
の

幅
広

い
展

開
 

5
7
 
医

療
・

福
祉

と
の

連
携

 

5
8
 
農

村
文

化
の

伝
承

を
通

じ
た

農
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
強

化
 

5
9
 
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動

6
0
 
広

報
活

動
 

 

1
1
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 1
2
 ペ

ー
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多
面

的
機

能
支

払
の

実
施

に
関

す
る

基
本

方
針

（
要

綱
基

本
方

針
）
新

旧
対

照
表

　
　

　
（
略

）
　

　
　

（
略

）

　
　

　
（
略

）
　

　
　

（
略

）

変
更

後
変

更
前

5
6
農

村
環

境
保

全
活

動
の

幅
広

い
展

開
 

・
 

農
地

等
の

環
境

資
源

と
し

て
の

役
割

を
活

か
し

た
、

景
観

の
形

成
、

生
態

系
の

保

全
・
再

生
等

、
農

村
環

境
の

良
好

な
保

全
に

向
け

た
幅

広
い

活
動

を
行

う
こ

と
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

に
お

い
て

取
り

組
ま

れ
る

農
村

環
境

保
全

活
動

に
加

え
て

、
１

テ
ー

マ
を

選
択

し
農

村
環

境
保

全
活

動
を

実
施

す
る

対
象

組
織

及
び

４
に

定
め

る
活

動
を

実
施

す
る

対
象

組
織

が
対

象
）

。
 

5
6
農

村
環

境
保

全
活

動
の

幅
広

い
展

開
 

・
 

農
地

等
の

環
境

資
源

と
し

て
の

役
割

を
活

か
し

た
、

景
観

の
形

成
、

生
態

系
の

保

全
・
再

生
等

、
農

村
環

境
の

良
好

な
保

全
に

向
け

た
幅

広
い

活
動

を
行

う
こ

と
（

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

共
同

活
動

に
お

い
て

取
り

組
ま

れ
る

農
村

環
境

保
全

活
動

に
加

え
て

、
１

テ
ー

マ
を

選
択

し
農

村
環

境
保

全
活

動
を

実
施

す
る

対
象

組
織

及
び

４
に

定
め

る
活

動
を

実
施

す
る

対
象

組
織

が
対

象
）

。
 

5
7
や

す
ら

ぎ
・

福
祉

及
び

教
育

機
能

の
活

用
 

・
 

地
域

の
医

療
・
福

祉
施

設
等

と
連

携
し

た
、
農

村
環

境
保

全
活

動
へ

の
参

画
や

農
業

体
験

等
を

通
じ

た
交

流
活

動
等

、
地

域
と

医
療
・
福

祉
施

設
等

と
の

連
携

を
強

化
す

る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 
・

  
地

域
内

外
の

法
人

、
専

門
家

、
教

育
機

能
等

と
連

携
し

た
農

村
環

境
保

全
活

動
へ

 
 

 
 

 
 

 
の

参
画

や
農

業
体

験
等

を
通

じ
た

交
流

活
動

等
、
地

域
資

源
の

有
す

る
や

す
ら

ぎ
や

教

育
の

場
と

し
て

の
機

能
増

進
を

図
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
8
農

村
文

化
の

伝
承

を
通

じ
た

農
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
強

化
 

・
 

農
村

特
有

の
景

観
や

文
化

を
形

成
し

て
き

た
伝

統
的

な
農

業
技

術
、
農

業
に

由
来

す

る
行

事
の

継
承

等
、

文
化

の
伝

承
を

通
じ

た
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

に
資

す
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
8
農

村
文

化
の

伝
承

を
通

じ
た

農
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
強

化
 

・
 

農
村

特
有

の
景

観
や

文
化

を
形

成
し

て
き

た
伝

統
的

な
農

業
技

術
、
農

業
に

由
来

す

る
行

事
の

継
承

等
、

文
化

の
伝

承
を

通
じ

た
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

に
資

す
る

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

5
9
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動
 

・
 

生
態

系
や

環
境

の
保

全
の

た
め

、
河

川
、
湖

沼
、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
抑

制
対

策
等

の
活

動
を

行
う

こ
と

。
 

5
9
都

道
府

県
、

市
町

村
が

特
に

認
め

る
活

動
 

・
 

生
態

系
や

環
境

の
保

全
の

た
め

、
河

川
、
湖

沼
、
湿

原
な

ど
へ

の
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
抑

制
対

策
等

の
活

動
を

行
う

こ
と

。
 

6
0
広

報
活

動
 

・
 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
活

動
に

対
す

る
多

様
な

主
体

の
参

画
を

促
進

す
る

た

め
に

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、
機

関
誌

等
の

作
成
・

頒
布

、
看

板
の

設
置

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
・

更
新

等
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

6
0
広

報
活

動
 

・
 

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
活

動
に

対
す

る
多

様
な

主
体

の
参

画
を

促
進

す
る

た

め
に

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、
機

関
誌

等
の

作
成
・

頒
布

、
看

板
の

設
置

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
・

更
新

等
の

活
動

を
行

う
こ

と
。

 

３
 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
に

お
け

る
「

農
村

環
境

保
全

活
動

の
幅

広
い

展
開

」
の

対
象

組
織

３
 

多
面

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
に

お
け

る
「

農
村

環
境

保
全

活
動

の
幅

広
い

展
開

」
の

対
象

組
織

（
別

紙
３

）
 

北
海

道
 

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
の

対
象

施
設

・
対

象
活

動
に

関
す

る
指

針

（
別

紙
３

）
 

北
海

道
 

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
の

対
象

施
設

・
対

象
活

動
に

関
す

る
指

針

5
7
医

療
・

福
祉

と
の

連
携

 

・
 

地
域

の
医

療
・
福

祉
施

設
等

と
連

携
し

た
、
農

村
環

境
保

全
活

動
へ

の
参

画
や

農
業

体
験

等
を

通
じ

た
交

流
活

動
等

、
地

域
と

医
療
・
福

祉
施

設
等

と
の

連
携

を
強

化
す

る

活
動

を
行

う
こ

と
。
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参考資料１  
 

令和２年６月２９日 

道協議会より通知 
 

深化の加算措置（役員に女性が参画している場合）の具体的な活動について 

 

資源向上支払交付金において、令和元年度から次の２つの支援（加算措置）が拡充さ

れているところです。 

① 多面的機能の更なる増進に向けた活動の支援（単価 1/6 加算） 

② 農村協働力の深化に向けた活動の支援（単価 1/6 加算） 

 

本年度（令和２年度）の制度改正では、「②農村協働力の深化に向けた活動の支援」

の内容が下記のとおり要件緩和されており、具体的な活動内容など加算措置要件が農

林水産省より示されましたのでお知らせします。 

 

記 

１．要件緩和のポイント 

役員に女性が２名以上参画している場合、毎年度活動に参加する構成員の割合要件

が、８割以上から「６割以上」に緩和されています。 

 
２．「農村協働力の深化に向けた活動」加算措置要件  

「多面的機能の更なる増進に向けた活動への支援」を受ける対象組織のうち、次のＡ

又はＢのいずれかに該当する活動を行うこと。 

Ａ ・構成員のうち、４割以上が非農家 ＋ ・構成員の８割以上が参加する実践活動

を、毎年度行う。 

 又は 

Ｂ （令和２年度改正（要件緩和）） 

  ・構成員のうち、４割以上が非農家、かつ、役員に女性を２名以上選任 ＋ ・構成

員の６割以上が参加する実践活動を、毎年度２種以上それぞれ別の日に行う。 
 
３．Ｂの具体的な活動内容など 

「毎年度２種以上」、「それぞれ別の日に行う」こととされており、「２種以上」の基準は次

のとおりです。 

【基準】 

多面的機能支払交付金実施要綱別紙２の第６の２のウのｂの(b)で、「実践活動を毎年

度２種以上」とあり、ここで示される２種以上とは、実施要領（別記１－２）「国が定める活動

指針及び活動要件」に示す「取組」（取組番号のついたもの）を基準としており、「活動項

目欄の実践活動について、違う番号の取組を２種以上行う。」こととなります。 

 

事例として、非農家の参加が多い農村環境保全活動のテーマ：景観・生活環境におい

て、「取組番号４５：植栽等の景観形成活動」と「取組番号４６：施設等の定期的な巡回点

検・清掃」の２つの活動を選択し、それぞれ別の日に６割以上の構成員が参加して行うこ

とで加算要件を満たすこととなりますので、取組みを検討する際の参考としてください。 

 

また、本年度の取組に当たっては、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から

三つの密に該当する大人数での行動を避け、班体制での実施や活動日を分散するなど

取組内容を工夫されていると推察しますが、安全な活動にご留意ください。 



  参考資料２ 
02 道協議会：事務連絡  

令和２年８月 20 日  
  
北海道日本型直接支払推進協議会 
 会員市町村担当者 様 

 
北海道日本型直接支払推進協議会  

事務局長 雪 田 仁 司   
 
 

「機械の安全使用に関する研修」について 
 
 

本協議会の運営につきましては、日頃から格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げま
す。 
さて、実践活動の際には、これまでも安全な活動に努められているところですが、全国的

に草刈りや雑木伐採時の機械操作中での事故が多発していることから、本年度、国の実施要
領（別記 1-2「国が定める活動指針及び活動要件」）及び道の多面的機能支払交付金の実施に
関する基本方針（要綱基本方針）の一部改正により、活動要件に「機械の安全使用に関する
研修について、５年間に１回以上実施する。」ことが追加されました。 
つきましては、次のとおり研修内容や取り扱いについてご案内しますので関係活動組織へ

の周知、指導いただけますようお願いします。 
 
 

記 
 

１ 研修内容  
・ 共同活動で使用する機械又は使用頻度の高い機械（刈払い機、チェーンソー等）    
 の使用方法の研修を実施する。 

なお、重機運転・操作など、免許や専門の講習受講が義務づけられているものは、 
   本研修の対象ではない。 

・ 資料の配付のみでは、研修を実施したことにはならない。 
 

２ 研修の実施例 
・ 総会等の場で刈払い機等の使用経験のある構成員が講師となって行う機械の使用 
 方法の研修 
・ 道協議会等が主催する研修会に役員等が出席 
・ 機械の使用方法の解説 DVD 等を構成員で視聴  などが想定されます。 

 
３ 留意事項 
・ 現在活動中の対象組織にあっては、当該活動期間中に１回以上、研修・講習等を 
 開催する又はそれに参加することが必要 

  
 ４ その他 

・ 今後、道協議会主催の全道事例発表会などを通じて研修会を予定していることを 
申し添えます。 

・ 本年度で活動期間が終了する組織にあっては、本年度中の実施が必要となります 
が、既にご案内のとおり本年度の全道事例発表会は中止であることから、研修の対 
応を道協議会で検討中ですので、別途、該当市町村・組織にご案内する予定とします。 

 
 

北海道日本型直接支払推進協議会事務局 
水土里ネット北海道 技術部地域支援課 佐藤 

TEL 011-206-6209 FAX 011-200-5352 
E-mail sato-hideya@htochiren.jp 



参考資料３
（様式第１－８号）別紙

　次年度への持越⾦が当該年度交付⾦の３割を超え、かつ、１００万円以上である場合に作成。
　算定根拠について、市町村担当者から提出を求められた場合には添付すること。

使⽤時期 使⽤内容 算定根拠

４⽉ 保険料（２０⼈分） 20,000 円 保険会社⾒積

４⽉ 安全⽤品(ヘルメット)の購⼊（２０個） 30,000 円 メーカーカタログ

４⽉ ⽇当（農道の草刈り・⽔路の泥上げ）
累計２０⼈分 160,000 円 組織の規定

４⽉ 機械借り上げ（⽔路の泥上げ）
３⽇分 120,000 円 Ｒ２実績

６⽉ ⽇当（農道の軽微な補修等）
累計１０⼈分 80,000 円 組織の規定

６⽉ 外注費（ため池の泥上げ）
２箇所 600,000 円 業者聞き取り

円

円

円

円

1,010,000 円

市町村担当者における妥当性の確認欄

使⽤予定⾦額

計

持越⾦の使⽤予定表
農地維持・資源向上（共同）

上記の内容について、妥当であると認める。

担当者押印またはサイン欄確認結果

記 載 例



（様式第１－８号）別紙

　次年度への持越⾦が当該年度交付⾦の３割を超え、かつ、１００万円以上である場合に作成。
　算定根拠について、市町村担当者から提出を求められた場合には添付すること。

使⽤時期 使⽤内容 算定根拠

４⽉ 資材費（フリューム⽔路）
４０ｍ分 300,000 円 改良区聞き取り

４〜６⽉ ⽇当（⽔路の更新等）
累計４０⼈分 320,000 円 組織の規定

４〜６⽉ 機械借り上げ（⽔路の更新等）
５⽇分 250,000 円 Ｒ２実績

２年後 外注費（ため池の補修）
２箇所 1,000,000 円

業者⾒積の内数
※次年度以降の交付額と合
わせて活動を実施する予定

円

円

円

円

円

円

円

1,870,000 円

市町村担当者における妥当性の確認欄

持越⾦の使⽤予定表
資源向上（⻑寿命化）

使⽤予定⾦額

計

担当者押印またはサイン欄

上記の内容について、妥当であると認める。

確認結果

記 載 例



   

事務支援システムの改修状況 

令和２年８月２４日 

１． 事務支援システムを構築した背景 

多面的機能支払交付金に取組む活動組織からの事務負担の軽減要望に応えるととも

に、適正な事務処理と効率的な執行体制の確立に向けて本システムを構築したところ。 

 

２． 今年度の改修項目（主なもの） 

① （補助ツール）エクセル日報の構築 

② エクセル日報のインポート（取込）機能、エクスポート（出力）機能 

③ 日報上の重複チェック機能（同一人物同一時間の時間重複チェック） 

④ 更新履歴の表示（更新者、更新日） 

⑤ 広域下部組織の様式【別記１－５様式第１号】活動報告確認票（〇〇集落） 

 

３． 利用者からの要望（代表的なもの） 

① 個別の日当支払い帳票（源泉徴収対応） 

② 既存の多面系事務ソフト（田園倶楽部など）との連携 

③ 活動記録【様式 1-6】の集約（１行６取組）※資料２-２参照 

 

４． 事務の省力化に向けた国の動向 

①  農林水産省が所管する補助金・交付金等の申請をオンラインで行えるようにする 

ために共通申請サービスを開発しているところ 

 

② 上記に関連し、多面的機能支払交付金のシステム化について、９月に農林水産省と 

の意見交換を予定  

資料２-１ 
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平成 30 年 3 月 1 日作成 

平成 30 年 8 月 21 日更新 

平成 30 年 12 月 13 日更新 

令和元年 8 月 8 日更新 

令和２年８月 24 日更新 

 
本会で検討してきた項⽬について 

 
本交付金の取組が、今まで以上に本道の地域特性に応じた課題解決に繋がるように、

以下の項目を中心に関心度等に関するアンケート調査を実施し、その意見等を集約し

て本会で事例収集等の検討を行い、道内活動組織等への情報提供を図る。 
 

１ 効果的な活動について 

効果的な活動や参考になる事例とは何かを検討することを目的に、以下の項目につ

いて関心度の調査を実施する。（以下、→に代表的な取組み例を示す。） 
 

（１） 活動項⽬別の具体事例 → 北海道施策評価で⾼い評価を得た活動 

→ 高い評価を得られなかった発展途上の活動 

①  施設の補修、⻑寿命化のための活動 

→ 計画的な施設補修･更新の手法 
※ 現地視察研修（長寿命化）を実施（名寄市） 【R1.11】 

→ 鳥獣被害防止の取組 
※ 現地視察研修（鳥獣防護柵）を実施（遠軽町）【R1.11】 
 
※ 効果のある活動事例の紹介と併せて、機能診断・補修技術等の研修を検討 

→ ２月２７日開催の全道事例発表会にて上記研修を実施 

 

② 防災･減災の取組 

→ 豪雨災害への対応 

→ 田んぼダム 
※ 事例発表を実施（岩見沢市）【H30.2】 

 ※ 先進地視察研修を実施（栃木県小山市）【H30.8】 
 

③ 遊休農地（耕作放棄地）の解消 

→ 農地集積の推進 
→ 農地中間管理機構との連携 
→ 耕作放棄地対策 

※ 先進地視察研修を実施（茨城県守谷市）【H30.8】 
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④ 多様な地域や他の事業と連携した取組 

→ 中山間直接支払との連携 

→ ＮＰＯ等と連携した自然環境の保全 
※ 先進地視察研修を実施（栃木県宇都宮市）【H30.8】 

→ 漁協と連携した水産業への負荷軽減 

 

⑤ 農村環境保全活動 

→ 湖沼・湿原周辺などにおける水質浄化 

→ 景観作物（菜の花）の植栽を通じたバイオディーゼルの導入 
→ 稲ワラの資源循環 

 
→ 外来種駆除 

※ 現地視察研修（ウチダザリガニ駆除活動）を実施（遠軽町）【R1.11】 
→ 土壌流出防止対策（グリーンベルトの設置など） 
→ 廃屋等の景観阻害要因の除去 

※ 現地視察研修（廃屋撤去）を実施（北見市）【R1.11】 

→ 農村文化の伝承を通じて農村コミュニティを強化している取組 
→ 生態系保全の取組 

※ 先進地視察研修を実施（栃木県宇都宮市）【H30.8】 
※ 現地視察研修（ホタル）を実施（北見市）【R1.11】 
 

⑥ 多様な主体の参画による地域コミュニティの活性化 

→ 女性グループを中心とした活動 
→ 地域住民、学校教育、大学・企業・ＮＰＯとの連携した取組 

※ 先進地視察研修を実施（栃木県宇都宮市）【H30.8】 
→ 農福連携の取組 

※ 事例発表を実施（留萌市）【H31.2】 
 

⑦ ６次産業化等との取組との連携 

→ 共同活動を通じた直売施設の設置 

→ 共同活動を通じた農産物のブランド化 

※ 先進地視察研修を実施（栃木県宇都宮市）【H30.8】 

⑧ その他 

→ 広報活動と情報共有の工夫 
→ 都市と農村交流の推進 

※ 先進地視察研修を実施（栃木県宇都宮市）【H30.8】 
→ 地理的に特徴のある活動等事例（中山間地、樹園地、小規模集落） 

→ 直営施工の取組 
→ 活動組織内の議論手法とリーダー育成 
 

（２）北海道地域活動指針に追加すべき活動項⽬の抽出等について 

① 追加すべき活動と制度の⾒直し 

・平成 19 年度～平成 29 年度の間、本道の地域特性に応じた共同活動が可能と



なるよう、国が定める地域活動指針に取組項目の追加等を実施してきた 
・平成 31 年度には国において多面的機能支払交付金の見直しが行われることか

ら、併せて項目の追加等の検討に向けた聞取りを行う。  
→ 今後調査を実施するが、全道各地で実施した意見交換会等で追加

すべき活動項目としてあった意見は、次のとおり。  
  ・ 農業用施設周辺及び農地の除排雪（共通）  
  ・ 共同利用の堆肥製造施設への堆肥原料の搬出作業（主に草）  
  ・ ファームポンドの建屋修繕（畑・草）  
   → 国との協議の結果、水路やため池の附帯施設における破損施

設の補修として支援対象となった。【H31.4】 
  ・ 農地の一部をトラクター等の走行道路にしている場合の路面維

持活動（主に畑・草）  
  ・ 農用地に「破損施設の補修」を追加（田越しかんがいの場合の枡

の補修を対象）（田）  
   → 活動指針に「農用地の付帯施設の補修・設置」という取組内容

を追加することにより、明確に支援対象となった。【H31.4】 
 
・また、交付金使途内容等の設定等を行うことの検討が必要との意見も

あることから意見徴収を行う。  
 

② 道内全ての組織で⾏う活動の設定 

・本交付金は、地域主導で行う様々な活動を支援する施策であるが、国が定める

実施要綱では、活動に関して国民の理解の増進に努めることとされており、今

まで以上に本交付金の取組効果を発信する必要がある。 

・このことから、道内の全ての組織が共通の目的を持ち、一体的に取り組むこと

で大きな波及効果を生み出す活動（例：外来種の駆除）を設定し、当該活動を

通じた効果等を広く発信したい。 
→ 今後調査を実施するが、全道各地で実施した意見交換会等で全道

的に取り組むべき活動項目としてあった意見は、次のとおり。  
  ・ 外来種の駆除（共通）  
  ・ 田んぼダム（田）  
  ・ 異常気象時の対応（共通）  
  ・ （鳥獣被害防止の取組（共通））  

→ 上記「外来種の駆除」と「田んぼダム」については、要綱基本方針

に広域で取り組むべき活動として推進する旨を明記した。  
 

２ 効率的・効果的な執⾏体制について 

本対策を継続実施するためには、効率的な執行体制が不可欠である。そこで効率

的な執行体制とは何かを確認し、効率的な執行体制の構築に向けた検討を行う。 

（１）活動組織の広域化・体制強化 

→ 統一ルール、作業機械の共同利用、市内全域１組織 
※ 先進地視察研修を実施（新潟県見附市・福井県福井市）【H30.1】 
※ 現地視察研修（広域協定設立までの経緯）を実施（岩見沢市）【R1.11】 
→ 土地改良区やＪＡとの連携 



→ 民間企業とのマッチングや様々な事務委託方法の検討 

 
＜事務に関する補足＞ 

① 本交付金の継続的かつ円滑な推進に向けては、事務執行体制の強化及び効率

化を図ることが最重要課題と認識している。 
② このため、現在多くの地域で行われている既存組織（土地改良区やＪＡ等）

による事務受託のほか、新たに事務支援体制（組織）を構築している事例等の

収集・発信を行うとともに、事務支援組織が無い地域においていかに事務局体

制を構築すべきか検討したい。 
③ 併せて余力のある事務支援組織の発掘を行い、事務支援が受けられない地域

においてもベストな選択ができるよう発信したい。 
④ また、事務書類の統一化を図るなどにより負担軽減に向けた検討を行いたい。 
 

→ 全道各地で実施した意見交換会等では、恒久的な事務局体制づく

りに対する支援要請が多く寄せられたので、協議会として具体的な

事務局体制強化支援を検討していく。  
→ 上記の事務局体制強化支援の検討とともに、事務軽減と同時に情

報集約を効率的に実現するため、システム開発を推進する。  
※ 事務支援システム～とんぼノート～の構築・運用【R1.9】 

 
（２）地域資源の管理体制の強化 

→ 共同活動の省力化 

→ 土地改良区や市町村との役割分担 
 

３ 新対策に望むこと 

※ 本研究会で検討すべき項目として実施済【H30.8】 
 

４ その他 

→ 写真絵画コンテストの開催 
※ 「子供絵画コンテスト 2018」として実施済【H30.11】 

→ 女性の活躍に向けた事例収集・発信 
※ 女性を対象として制度説明会の開催【H31.1】 

→ 協議会主催で女性を対象とした制度説明会や、女性の参画を促す検討会を 
実施予定 

 

（１） 今後に向けた課題とフォローアップ 

別添（資料１）を参照 
※ 今年度も継続してフォローアップが必要。 
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過

や
　運

営
状

況
に

つ
い

て
、現

地
意

⾒
交

換
等

に
よ

り情
報

を
収

集
した

い
。

▶
　事

務
処

理
可

能
な

⼈
材

の
確

保
に

難
儀

す
る

活
動

組
織

等
へ

の
ア

ドバ
イス

的
な

資
料

を
整

理
し、

　本
対

策
の

継
続

に
向

け
た

情
報

提
供

した
い

。

　　
　・

　新
た

な
取

り組
み

〜
多

⾯
的

機
能

⽀
払

交
付

⾦
に

とら
わ

れ
な

い
取

組
　　

　　
→

　追
加

や
⽀

援
対

象
が

難
しけ

れ
ば

、ア
ロケ

ー
シ

ョン
も

検
討

す
る

。可
能

な
範

囲
で

⽀
援

し、
　　

　　
　棲

み
分

け
を

す
る

。

　（
２
）
効
率
的
・効
果
的
な
執
⾏
体
制
に
つ
い
て

　　
　・

　要
綱

基
本

⽅
針

に
追

加
も

しく
は

解
釈

で
⽀

援
対

象
とす

べ
き

活
動

の
検

討
　　

　　
→

　昨
年

度
か

らの
継

続
検

討
　　

　　
　　

　農
業

⽤
施

設
周

辺
及

び
農

地
の

除
排

雪
（

共
通

）

　　
　※

新
た

な
視

点
（

素
案

）
　　

　　
・　

組
織

の
状

況
に

応
じた

優
良

事
例

　　
　　

　→
　e

x）
組

織
規

模
別

、地
帯

別
、営

農
規

模
別

、地
域

別
な

ど
　　

　　
・　

難
易

度
を

区
分

した
優

良
事

例
　　

　　
　→

　e
x）

真
似

で
き

な
い

最
先

端
の

優
良

事
例

　　
　　

　　
　　

　誰
も

が
出

来
る

優
良

事
例

、ち
ょっ

とし
た

⼯
夫

で
効

果
が

増
⼤

す
る

優
良

事
例

　　
イ
　北
海
道
地
域
活
動
指
針
に
追
加
す
べ
き
活
動
項
⽬
の
抽
出
等
に
つ
い
て

　　
　　

　→
　⺠

間
企

業
との

マ
ッチ

ング
や

様
々

な
事

務
委

託
⽅

法
の

検
討

　　
　　

　→
→

　地
域

を
越

え
た

マ
ッチ

ング
も

視
野

に
⼊

れ
る

。

　　
　　

本
対

策
を

継
続

実
施

す
る

た
め

に
は

、効
率

的
な

執
⾏

体
制

が
不

可
⽋

で
あ

る
。そ

こで
効

率
的

な
 　

　執
⾏

体
制

とは
何

か
を

議
論

し、
効

率
的

な
執

⾏
体

制
の

構
築

に
向

け
た

検
討

を
⾏

う。

　　
　　
ア
　活
動
組
織
の
広
域
化
・体
制
強
化

　　
　　

・　
組

織
規

模
や

運
営

⽅
法

の
選

択
肢

を
提

⽰
し、

地
域

に
あ

った
選

択
が

出
来

る
提

案
を

す
る

。
　　

　　
　→

　広
域

化
、事

務
局

の
広

域
化

　　
　　

　→
　⼟

地
改

良
区

や
Ｊ

Ａ
な

ど既
存

組
織

との
連

携

　　
　＜

事
務

に
関

す
る

補
⾜

＞
　　

　①
　本

交
付

⾦
の

継
続

的
か

つ
円

滑
な

推
進

に
向

け
て

は
、事

務
執

⾏
体

制
の

強
化

及
び

効
率

化
　　

　　
　を

図
る

こと
が

最
重

要
課

題
と認

識
して

い
る

。
　　

　②
　こ

の
た

め
、現

在
多

くの
地

域
で

⾏
わ

れ
て

い
る

既
存

組
織

（
⼟

地
改

良
区

や
Ｊ

Ａ
等

）
に

よ
る

　　
　　

事
務

受
託

の
ほ

か
、新

た
に

事
務

⽀
援

体
制

（
組

織
）

を
構

築
して

い
る

事
例

等
の

収
集

・発
信

　　
　　

を
⾏

うと
とも

に
、事

務
⽀

援
組

織
が

無
い

地
域

に
お

い
て

い
か

に
事

務
局

体
制

を
構

築
す

べ
き

か
検

　　
　　

討
した

い
。

　　
　③

　併
せ

て
余

⼒
の

あ
る

事
務

⽀
援

組
織

の
発

掘
を

⾏
い

、事
務

⽀
援

が
受

け
られ

な
い

地
域

に
お

い
　　

　　
て

も
選

択
が

で
き

る
よ

うに
情

報
を

発
信

した
い

。



令
和

２
年

８
月

２
４

日
更

新

今
年
度
の
事
例
研
究
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
（
事
務
局
案
）

令
和

元
年

８
月

８
日

作
成

今
後
の
事
例
研
究
会
の
進
め
⽅
に
つ
い
て

▶
　道

協
議

会
で

引
き

続
き

対
応

▶
　昨

年
度

、本
交

付
⾦

に
取

組
む

全
市

町
村

に
活

動
組

織
に

お
け

る
⼥

性
役

員
の

参
画

状
況

に
つ

い
て

　聞
き

取
りを

⾏
った

とこ
ろ

。（
道

内
に

お
け

る
⼥

性
役

員
参

画
状

況
︓

４
１

市
町

村
総

勢
１

０
６

名
）

▶
　本

年
は

、⼥
性

役
員

等
を

対
象

に
ア

ンケ
ー

ト調
査

を
実

施
予

定

▶
　道

協
議

会
で

引
き

続
き

対
応

▶
　資

料
２

の
とお

り

　　
　・

　滞
りな

く新
計

画
へ

移
⾏

を
進

め
る

取
組

　　
　　

→
　継

続
困

難
組

織
へ

の
⽀

援
、広

域
化

⽀
援

　　
　・

　新
た

に
取

り組
み

を始
め

る
地

域
へ

の
⽀

援
　　

　　
→

　個
別

フォ
ロー

ア
ップ

　（
２
）
適
正
な
事
業
執
⾏
の
取
組

　　
　ウ
　地
域
資
源
の
管
理
体
制
の
強
化

　　
　・

　共
同

活
動

の
省

⼒
化

　　
　・

　会
計

検
査

受
検

を
踏

ま
え

た
事

務
指

導
　　

　　
→

　持
越

、適
正

な
事

務
執

⾏
　　

　・
　補

修
技

術
な

どの
研

修
　　

　・
　作

業
安

全
の

取
組

　（
３
）
⼥
性
の
参
画

　　
　・

　昨
年

度
は

⼥
性

を
対

象
とし

た
制

度
説

明
会

を
実

施
した

の
で

、今
後

は
⼥

性
の

参
画

を
促

す
　　

　　
よ

うな
検

討
会

な
どを

企
画

した
い

。
　　

　※
　フ

ォロ
ー

す
べ

き
項

⽬
は

随
時

洗
い

出
す

とと
も

に
、効

果
的

な
推

進
⽅

法
を

検
討

した
い

。

　　
　・

　⼟
地

改
良

区
や

市
町

村
との

役
割

分
担

　３
　今
後
に
向
け
た
課
題
とフ
ォロ
ー
ア
ップ
に
つ
い
て

　（
１
）
⾯
積
減
少
防
⽌
の
取
組

▶
　本

交
付

⾦
の

着
実

か
つ

効
果

的
な

推
進

に
資

す
る

調
査

・研
究

（
ドロ

ー
ンの

活
⽤

に
つ

い
て

）

▶
　平

成
29

年
よ

り進
め

て
き

た
北

海
道

地
域

資
源

保
全

情
報

の
整

備
に

向
け

た
対

象
施

設
の

デ
ー

タ整
備

　が
今

年
度

完
了

す
る

。
▶

　道
内

の
全

活
動

組
織

に
、シ

ス
テ

ム
上

で
整

備
した

デ
ー

タを
提

供
で

き
る

（
今

年
度

に
あ

って
は

、記
録

　シ
ス

テ
ム

を
利

⽤
して

い
な

い
組

織
に

あ
って

も
無

償
提

供
予

定
）

　　
　イ
　シ
ス
テ
ム
の
導
⼊
推
進
に
つ
い
て

　　
　・

　事
務

負
担

の
軽

減
等

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、道

協
議

会
が

構
築

した
統

⼀
シ

ス
テ

ム
の

　　
　　

運
⽤

に
よ

り、
全

体
で

の
事

務
軽

減
と適

正
な

書
類

作
成

の
両

⽴
を

図
る

こと
を

⽬
標

とす
る

。
　　

　　
その

た
め

、全
組

織
・全

市
町

村
に

本
シ

ス
テ

ム
を

利
⽤

して
も

らう
こと

を
推

奨
して

い
き

た
い

。

　　
　　

　→
　シ

ス
テ

ム
の

あ
り⽅

に
つ

い
て

は
、⽬

的
を明

確
に

しな
が

ら、
随

時
議

論
を

深
め

、活
動

組
織

、
　　

　　
　　

事
務

執
⾏

者
、市

町
村

、協
議

会
の

相
反

す
る

⽴
場

の
者

が
、出

来
る

だ
け

ウイ
ンウ

イン
に

　　
　　

　　
な

る
関

係
を

⽬
指

す
。

　　
　・

　北
海

道
地

域
資

源
保

全
情

報
の

整
備

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、G

IS
ツー

ル
に

よ
る

整
備

を
　　

　　
図

る
。

　　
　　

　→
　こ

ち
らは

事
務

軽
減

に
は

直
接

は
繋

が
らな

い
が

、地
域

資
源

の
把

握
、事

業
計

画
の

策
定

　　
　　

　　
及

び
地

域
資

源
保

全
構

想
の

策
定

に
寄

与
す

る
とと

も
に

、何
よ

りも
本

制
度

の
成

果
把

握
の

　　
　　

　　
た

め
に

も
必

要
と考

え
て

い
る

とこ
ろ

。皆
様

の
協

⼒
を

得
な

が
ら、

⽀
援

す
る

体
制

も
併

せ
て

　　
　　

　　
検

討
して

い
きた

い
。
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÷
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1
5 3

市
町

村
数

該
当

組
織

数

活
動

組
織

の
事

務
処

理
負

担
を

軽
減

す
る

体
制

強
化

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
 （

Ｒ
元

年
度

）
＜

Ｒ
元

年
度

事
務

委
託

等
調

査
（

Ｒ
元

年
1

0
月

）
＞

6

9
5 82

1
5

・
農

業
関

係
団

体
に

よ
る

支
援

（
一

部
の

組
織

で
無

償
あ

り
）

）
・

土
地

改
良

区

・
農

業
協

同
組

合
（

J
A

)

・
既

存
の

地
域

振
興

事
業

に
関

わ
る

公
共

性
の

強
い

会
社

へ
委

託

・
有

限
会

社
〇

〇
振

興
公

社

・
株

式
会

社
〇

〇
振

興
公

社

※
一

社
は

「
人

」
、

一
財

は
「

物
（

財

産
）

」
を

メ
イ

ン
と

し
、

株
式

会
社

の

よ
う

に
配

当
（

利
益

の
分

配
）

が
で

き

な
い

非
営

利
法

人

・
新

た
に

関
係

組
織

を
設

立
し

委
託

※
一

社
等

法
人

・
新

た
に

関
係

団
体

を
設

立
し

委
託

※
任

意
団

体

・
一

般
財

団
法

人
〇

〇
農

業
振

興
機

構

・
一

般
社

団
法

人
〇

〇
〇

〇
〇

・
○

○
農

業
振

興
事

務
組

合

・
○

○
資

源
保

全
協

議
会

（
連

合
会

）
な

ど

業
な
ど
農
村
振
興
事
務
組
合

・
事

務
処

理
可

能
な

民
間

会
社

、
団

体
を

確
保

し
委

託
・

建
設

、
設

計
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

会
社

な
ど

・
既

存
の

N
P

O
法

人
へ

委
託

※
地

域
と

関
わ

る
N

P
O

法
人

・
N

P
O

法
人

〇
〇

〇

・
事

務
処

理
可

能
な

人
材

を
確

保
し

、

個
人

に
委

託
・

個
人

＜
個

人
へ

の
支

払
方

法
＞

①
委

託
料

②
役

員
に

位
置

付
け

事
務

日
当

で
支

払

③
－

〃
－

役
員

報
酬

で
支

払

・
事

務
処

理
可

能
な

人
材

を
確

保
し

、

組
織

が
直

接
雇

用
・

個
人

＜
個

人
へ

の
支

払
方

法
＞

①
賃

金

例
：

事
務

に
精

通
す

る
役

場
、

Ｊ
Ａ

の
Ｏ

Ｂ
等

が
従

事

※
メ

イ
ン

事
業

は
、

温
泉

施
設

の
運

営
、

公
共

施
設

の
指

定
管

理
者

、
町

の
委

託

事
業

な
ど ※
設

立
の

経
過

か
ら

、
役

場
や

J
A

な
ど

の
事

務
室

の
一

部
を

間
借

り

し
事

務
処

理
す

る
事

例
が

多
い

。

資
料

４
-
３

活
動

組
織

内
で

事
務

を
行

っ
て

い
る

組
織

数



 

 

令和２年度 事例研究会行動計画（案） 

R2.8.24 現在 

 

※ 道外から視察研修の申し出があった場合は、本研究会の会員も都合がつく範囲で出席する。 

※ 視察研修場所は、道外のみならず道内も検討する。 

※ 全国事例研究会等の開催に際し、発表者やパネリストの推薦依頼があった場合は、本会員か

らの推薦も検討する。 

１ R２.８.24 第 1 回事例研究会の

開催 

 

・制度改正について 

・R１年度の活動総括 

・今後の事例研究会の進め方について 

 →今年度の取組みについて 

・令和２年度の事業計画（案）について など

 

２ R2.10 効果的な活動につい

て 

 

・外来駆除（アライグマ）の取組み状況等の

事例収集 

・当該活動を通じた効果等の発信 

 

３ R2.11 効率的・効果的な執

行体制について 

・新たな事務委託先等の確保による⽀援・体制強化
について情報収集。 

・現地事例収集と情報発信 

  

4 R2.12  2 と 3 の成果とりまとめ及び成果検討 

5 R3.1 草地帯分科会の開催 ・ブロック別開催（枝幸町） 

 

6 R3.2. 全道事例発表会 

 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

中止 

7 R3.3 令和第 2 回事例研究

会の開催 

・R2 年度の行動計画の総括 

・本研究会の活動成果総括 

・（R2 年度の行動計画案の策定） 

 

◎ 道協議会主催事業として実施 

 未定 女性参画に向けた検

討会等の開催 

 

・開催地、時期などは今後検討する。 
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